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■2004年を顧みて 
 

会長 高橋鷹志（日本大学・早稲田大学） 

 

 昨年の豪雨・台風・地震は、環境が一続きであること

を改めて教えてくれました。さらには小学校の体育館な

ど公の空間が私の集住の場になることや、インテリアが

個々の建物の内側だけに存在するのではなく、通常エク

ステリアと呼ばれる町や自然も、人々の行動にとっては

インテリアの役割をもっていることを実感させてくれた

のです。こうした人間の行動環境としてのインテリアと

は何かを議論することから、当学会の進路を見極めて行

きたいと感じています。以下、主だった活動について私

見を披露します。 

 

１）AIDIA3 

 第３回 AIDIA 東京大会の開催は、今年度の最も重要な行

事でした。過去２回の大会に参加された先生方の帰国談を

伺っても、大会の全容を把握することは難しかったのです

が、アジアのインテリアの学・術・技の状況を直接拝聴す

るまたとない機会となりました。加藤力 AIDIA 実行委員長

をはじめとする皆様の献身的な努力によって開催に至っ

たこと、また大会後のまとめや今後の活動を計画していた

だいていることに深甚なる敬意を表します。なお具体的内

容・成果などについては同氏の報告に譲ります。 

 

２）第16回大会 

 周知のとおり AIDIA 大会の翌日に当学会第16回大会が

開催されました。これを取り仕切ってくださった文化女

子大学の小原誠、沢田知子両先生をはじめとする諸先生、

学生の方々に感謝いたします。この報告も沢田知子先生

の原稿に譲ります。私がどこかでお話したかと思います

が、インテリア学・デザインの方向について次のような

考えを持っており、今回のシンポジウムのテーマもその

一つの試みでした。 

 近年インテリアへの一般的関心の高まりがあるのです

が、それは採算性・効率性を求める饒舌なデザインの一

方で、「私」の先端的快適性追求の結果としての国際様式

追求を思わせる住空間デザインなど、一見洗練されたか

にみえる表層表現が流行しています。しかし、その空間

での行動規範は置き去りにされ、身勝手な振舞いが横行

しているように思えてなりません。環境・行動の一体的

考察こそ本学会の考察観点ではないでしょうか。この点

について会員諸氏のご意見を下されば幸いです。 

 この大会行事に AIDIA 大会のアジアからの参加者がな

かったこと、逆に AIDIA 大会へのインテリア学会員の参

加者が極めて少なかったことが心残りです。AIDIA 主催

国として二年間担当するに当たって、会員諸氏の関心の

高まり期待するや大です。 

 

３）学会運営 

 従来からあった総務委員会を拡充し、定期的（隔月）に

開催し、学会運営に関する議論の場とすることを認めてい

ただき、昨年12月に第１回委員会を開きました。運営、活

動の活性化に繋がることを期待しています。詳細は上野義

雪委員長の報告を御覧下さい。また長らく事務局をお願い

していた藤城幹夫氏に替って、東京大学建築学科、西出和

彦氏に新事務局を担当していただくことに致しました。自

宅に事務所を置いて御苦労いただいた藤城幹夫氏には会

員一同に成り代って感謝の意を表したいと存じます。 

 

 最後になりましたが、昨年は私の体調不良の故に学会

の役員、会員の皆様方に大変御迷惑をおかけしましたこ

とを伏してお詫び申し上げます。小原二郎名誉会長より

引き継いで何もしないうちにこのような事態を迎えたこ

と、私の不徳のなす故と深く反省しております。 
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■第３回 AIDIA シンポジュームを終えて 
 

AIDIA 大会実行委員長 加藤力（宝塚造形大学） 

 

 韓国、中国に引き続き、かねてより懸案でありました

アジアインテリア学会の第３回国際シンポジュームが、

10月15日東京ビッグサイトで開催、修了いたしました、

大会実行委員長として、関係なされた方々に次のよう心

より御礼を申し上げる次第です。 

 何よりもまず、このようなかたちで日本において開催、

運営できたことにつきましては、日本インテリア学会、特

に関東支部の皆様をはじめとした実行委員の方々の一年

間にわたる僂骨のご努力、周到な計画と実行のたまもの

と、胸の熱くなる想いで感謝、御礼申し上げる次第です。 

 また、高橋会長はじめ、理事、評議員、幾人かの会員

の皆様には、開催運営に直接、間接的にご支援、ご協力、

ご参加いただきました。とりわけ予算がなくては到底開

催などかなわぬところ、多くの準備金・ご寄付をたまわ

り、どうにか開催にこぎ着けたというのが本当のところ

です。このことに対しましても、全身で感謝し、厚くあ

つく御礼申し上げる次第であります。 

 さらに、インテリア産業協会を始めとする幾つかの関

係団体あるいは企業からも本シンポジューム開催に対し

ご寄付をたまわりました。このこと会員の皆様もご承知

いただき、ご協力いただいた団体・企業に対しインテリ

ア学会を代表し実行委員長から心から御礼を申し上げる

次第であります。 

 しかしながら、反省点や見込み違いあるいは今後の課

題も幾つか残りました。また、国際交流上どうしてもも

り超えられない障壁もありました。これらは今後国際会

議を続けて開催していく上での克服すべきことと、心の

内に刻んでおります。今後２年間、日本が AIDIA 主催国

となります。すなわち JASIS 高橋会長が AIDIA 会長とな

るわけです。おそらく岡島副会長を中心に運営がなされ

ていくとおもいます。どうかインテリア学会員の皆様に

は、一層のご理解、ご意義を感じいただき、さらなるご

協力をお願い申し上げます。 

 尚、会計上多少額の赤字がでましたが、これらは作品

集、論文集の販売により、解消されますこと付け加えて

おきます。 

 

 

 

■インテリア学会第16回大会の報告 

□大会概要 

第16回大会実行委員長 沢田知子（文化女子大学） 

 

 第16回のインテリア学会大会を本学で開催し、滞りな

く終了することができ、ほっといたしております。 

 本年は、例年の大会とは異なり、第３回AIDIA 開催と繋

がった企画となったため、本学では大会当日の発表を中心

に、１日のスケジュールでお引き受けいたしました。 

 実行面では、本学における授業との関係から、前日（金曜

日）の夜に設営を行い、当日（土曜日）の夜には通常の教

室へとかたづけるというあわただしいスケジュールでし

たが、特に大きな支障もなく遂行することができました。 

 当日は、大会発表として52件、講演会にも多数の方々

にご参加いただき、盛況であったと思います。なにより

も、新会長となられた高橋鷹志先生にご出席いただいた

講演会で、人間とともにある「インテリア」について重

要な問題提起をしていただいた事が心に残っておりま

す。短い時間ながらも和やかな会場の雰囲気のなかに、

今後の学会としての課題を共有できた一時でした。当日

の夕方にでも、懇親会の場を設けていれば、そんな思い

をもっと共有できたように思い、少し残念です。 

 いずれにしろ、発表や講演会での貴重なディスカッシ

ョンをもとに、さらに魅力あるインテリア学がつくられ

るよう、今後の活動に期待したいと思っています。 

 また、本年の大会では都市部の開催校としての利点を

生かし、社会連携を図る意味で、10周年を迎えたリビン

グセンターオゾン、インテリアコーディネーター・イン

テリアプランナー・マンションリフォームマネジャーの

資格関連団体の方々にも、会場での情報提供のご支援を

いただきました。 

 インテリア学会は今後、学術的な蓄積と広がりの面で

魅力ある活動を推進するとともに、関連企業や団体との

ネットワークも強化し、活力ある学会として前進してい

かねばならないと思います。 

 第16回大会はそのためのひとつの布石となったと思っ

ており、ご参加ご協力をいただいた皆様に、改めてお礼

申し上げる次第です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲パネルセッション風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲卒業作品展風景 
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新事務局住所： 

113-8656 東京都文京区本郷７−３−１ 

東京大学・大学院工学系研究科・建築学専攻・西出和

彦研究室 

Tel.03-5841-6168／Fax.03-5841-8515 

tnishide@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

銀行口座： 

みずほ銀行・根津駅前支店・普通預金口座：１７９３

７８０ 日本インテリア学会事務局 

郵便振替口座： 

００１３０−１−６６７６１３ 日本インテリア学会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■編集後記 
 

 本年度２回目の発行になる33号です。編集者（私）の

不手際により、発行が大幅に遅くなってしまいましたこ

とをお詫び申し上げます。当初は２月中旬発行を予定し

ていたため、記事の内容に時期的なズレが生じてしまっ

た部分もあります。会員の皆様ならびに早々にご寄稿い

ただいた執筆者の皆様には、紙面をお借りして深謝申し

上げます。 

 会報22号からは、それまで年１回の発行周期を、５月

の総会後、11月の大会後、年度末（年報）の年３回の発

行に増やすことを目標に編集してきました。気がつけば、

平成16年度ももう終わりですが、次号は、強引に年度を

しめくくる年報の発行を予定しています。引き続き、会

員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 これもまた広報委員会の不徳のいたすところですが、

HP の整備が遅れている本学会においては、今のところ会

報は、会員の皆様が情報交換をする重要なメディアかと

思います。連絡掲示板としての役割を越えて、双方向の

コミュニケーションの媒体となるよう、広報委員会とし

ても改善・工夫・努力をする所存です。とはいえ、編集

の専門家ではない我々ですので、是非とも皆様のご教示

を賜れれば幸いです。 

 学会の役割に一つに、社会にコミットすることがある

と思います。会報も、会員同志のコミュニケーション誌

から、さらには社会へのメッセージ・提言・行動に結び

つく元気なメディアに変容していく必要があるかと思い

ます。つきましては、会報に関するご意見、ご寄稿など

ご ざ い ま し た ら 、 広 報 委 員 会 の 会 報 編 集 担 当

（watanabe@bunka.ac.jp）までお寄せいただければ幸い

です。願わくば、一緒に活動して下さる方の一声をお待

ちしています。 

 

（渡辺秀俊） 

■事務局 

日本インテリア学会事務局 

   事務局長 西出 和彦 

   〒113-8656 東京都文京区本郷７−３−１ 

   東京大学・大学院工学系研究科・建築学専攻 

   ・西出和彦研究室 

   TEL：03-5841-6168／FAX：03-5841-8515 

   tnishide@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

 

■日本インテリア学会会報第33号（2005.3.22発行） 

編 集 者：湯本長伯、渡辺秀俊 

発 行 者：高橋鷹志（日本インテリア学会会長） 

広報委員会：湯本長伯、小林輝邇、藤城幹夫、 

      白石光昭、渡辺秀俊 
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□CAD 部会－インテリア CAD に関する研究の進展 

部会長 川島平七郎（東横学園短期大学） 

 

 CAD 部会は、２つのワーキングに分かれて、「製図法 WG

（主査：奥田宗幸）」ではインテリア計画に適した製図法

の標準化について、「表現 WG（主査：岡田悟）」ではイン

テリアの CAD 表現について研究を進めている。昨秋の第

16回大会（2004年10月）では、各 WG からそれぞれ論文発

表したので、要点を紹介する（詳細は梗概集を参照され

たい）。 

 「インテリア製図における表現手法の現状」（発表者：

岡本一紀、奥田宗幸）は、製図法 WG における研究活動の

成果を報告した。インテリア図面は、インテリアに関連

が深い建築製図の規格（JIS A 0150「建築製図通則」）に

従って表現されることが多いが、本調査の主目的は、そ

の製図通則に定められていないインテリア製図独特の表

現手法、インテリアエレメント（家具、カーテン、カー

ペット等）の表示の実態などを把握することである。調

査結果から、インテリア製図の規格について、線の太さ

の設定と種類、文字の大きさの設定、平面図におけるイ

ンテリアエレメント表現等について報告した。 

 「インテリア分野における CAD 資格・認定制度の開発

について」（発表者：岡田悟）は、CAD 部会幹事会（第７

回：2004年７月31日）に発表者より梗概草稿が提出され、

ここでの討論を踏まえてまとめられたものである。発表

内容は、発表者も参加する「インテリア CAD 研究会（代

表：長谷川隆之）」が大学・短大・専門学校における CAD

教育の表現方法・レベル等を調査し、教育目標としての

CAD 資格・認定制度の在り方を検討した経過の報告であ

る。教育の方法や資格取得時期等の観点から考察し、新

たなインテリア表現に適した制度を開発する必要性を述

べている。 

 また、CAD 部会と関東支部・教育部会の共催で３回連

続の「研究会」を実施中である。最新の３次元 CAD ソフ

トの機能検証を目的とし、第１回「3D インテリアデザイ

ナーPRO」、第２回「SketchUP」に続き、第３回は以下の

内容なので、会員諸兄もご参加いただきたい。 

 

第３回「インテリア CAD に関する研究会」 

日 時：2005年３月５日（土）14時～17時 

場 所：東京工科専門学校（JR 東中野駅前） 

テーマ：“本格的3D・CG ソフトで家具デザインに適切な

［Shade 7.5］の機能検証 

指 導：CAD 研究家の河村容治氏（本学会 CAD 部会会員） 

 実際に画面を操作して家具のモデリングを体

験する企画で、CAD 初心者も参加できる。理解

しづらい3D の座標表示「ベジェ曲線」、「自由曲

線」等について基本を練習する。 

申込先：FAX で03―3953―5051（長谷川）・先着順30名 

 

 

 

■事務局の移転について 
 

総務委員会 委員長 上野義雪（千葉工業大学） 

 

 昨年12月末に学会事務局を東京大学に移転いたしまし

た。しばらくの間は、皆様方にご迷惑をおかけいたしま

すが、よろしくご協力のほどをお願い申し上げます。 

 

新事務局： 

〒113-8656 東京都文京区本郷７－３－１ 

東京大学・大学院工学系研究科・建築学専攻 

西出研究室気付 

日本インテリア学会事務局 

TEL．03-5841-6168 FAX．03-5841-8515 

 

 

 

 

 

■事務局より 
 

新事務局長 西出和彦（東京大学） 

 

 この度、事務局は、東京大学・大学院工学系研究科・

建築学専攻・西出和彦研究室へ移転しました。会員の皆

様にはよろしくお願い申し上げます。また前事務局長・

藤城幹夫先生に対しましては、長年のご苦労に感謝申し

上げたいと思います。 

 何分にも大学研究室気付の事務局ですので、私どもは

日常的には研究室の教育研究業務を行っている点をお含

みおき下さるようお願いします。例えば電話番号も研究

室のものです。かかってきた電話には通常、「西出研究室

です」と言って、インテリア学会とは関係のない教職員

が出ることになります。そのような点、ご理解下さい。 

 従いまして、連絡は原則としてファックスかＥメール

でいただきますようお願い申し上げます。 

 住所、電話番号、Ｅメールアドレス、銀行口座、郵便

振替口座は以下の通りです（銀行口座と郵便振替口座は

AIDIA 東京大会事務局として使用していたものと同一で

す）。 

 

■訃報 
 

 正会員の井村五郎（千葉工業大学工学部デザ

イン科学科・教授）先生は、昨年12月13日、病気

療養中のところ急逝されました。学会では選挙

管理委員長や大会の座長をお願いしておりまし

た。 
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□大会シンポジウム概要：インテリア空間と人間の行

動・作法 －人間の身体・動作・立ち居振る舞い・座・

行動規範をめぐって－ 

高橋正樹（文化女子大学） 

 

１）沢田知子先生の趣旨説明 

 今回は「インテリア空間と人間の行動・作法」という

テーマで、あらためて日本人にとってのインテリア空間

のあり方について議論していただきたいと思います。 

 

２）矢田部英正先生（武蔵野身体研究所） 

 日本は必要最小限の空間の考え方として「座」が基

本にあると思っています。座るだけでそこに空間が発

生します。人間の存在と空間とは切り離せない関係に

あります。人間の身体から空間をみることが大切です。

つまり座り方によってどのように空間が発生するかと

いうことです。座り方や姿勢という問題は空間の発生

だけではなく、ものごとの認知や社会の形成まで広が

るテーマだと思っています。 

 身体と道具の関係について話をします。今のドアの

取手は、ガチっとしっかり握ってまわすようになって

いますがそれだとよく壊れます。昔の取手は決してに

ぎり具合がよくはないです。でもこれだと壊れません。

今の道具はあまり使う側が考えないで使えるようにな

っています。あまり考えないのでガチっと握ってしま

う。これがよくないと思っています。ドアの場合は開

け閉めの作法というのがあります。それは身体と道具

の繊細な関係です。急須なども余計な力が入らないよ

うにできています。また、茶道ではフォーマルになれ

ばなるほど、緊張して失敗しやすい茶の道具を使用し

ます。つまりそういう状態でいかに平静でいられるか、

というのが日本の格式になっているのです。 

 工業化が進み大量生産大量消費の時代になりました。

このような時代ではわかりやすくて簡単さが求められ

ます。敷居がどんどん低くなっているのです。しかし一

般化や普遍化が進む一方で長い目で人間が道具を使い

こなすという視点も必要なのではないかと思います。楽

器などで言えばプロは素人では使いこなせないものを

こなしています。家具なども10年100年と使い続けるこ

とによって身体がこなれていきます。もっと長い時間の

中で身体から道具を見る視点が大切だと思います。 

 

３）内田青蔵先生（文化女子大学） 

 わが国の住宅の近代化の概念図を示すと一つは床座

と椅子座の軸があり、もう一つは真壁造と大壁造の軸

があります。この２軸上に伝統的和風住宅と西洋の洋

館が位置づけられます。この両者の洋風化和風化とい

う現象は、この図の中でより中心の方へひっぱられて

いく現象だと説明できます。昭和初期には伝統をすべ

て捨てるのではなくて混在する状態をつくり出しまし

たが、ここで日本の住宅の新しい形式が生まれました。

戦前は床の高さが非常に重要な役割を担うようにな

り、床座と椅子座の高さのレベルをそろえることで両

者が共存をしたのです。 

 現代はバリアフリー時代ですが、それは床のレベル

差を取り払ってしまったということです。このことは

これまでの住宅のよさのある部分が消え去ってしまっ

たのではないかと思います。現在は明治からの危機の

第二波にあると思っています。 

 

４）高橋鷹志先生（日本インテリア学会会長） 

 人間対人間のふるまいがどうなるのか、環境行動研

究（EBS）では行動場面（Behavior Setting）という言

葉が主要概念になっています。これは他人と「居合わ

せる」ことでお互いが影響を受けているということも

意味しています。TPO とは時・場所・場合のことを言

いますが、一方で人間と人間の関係によってどう行動

がかわるかということも言っています。「座る」という

ことも時と場の関係によっていろいろです。それを

我々はどうやって教わったらいいのでしょうか。私は

今まで一度も座り方について教えてもらったことがあ

りません。また少し考えれば「本を読む」といっても

さまざまな読み方のあることがわかります。つまり本

を読むという行動場面にもいろいろあるのです。さま

ざまな場面で人は知らず知らずのうちにいろいろなも

のを取捨選択しているのです。これまでのインテリア

計画は寝室なら寝る場所と杓子定規に考えてきました

が、そういうことではないのではないでしょうか。 

 インテリアにとって大切なのは、物理的な空間と人

間の行動をどのようにうまく対応していくのか、とい

うことです。そこでインテリア学会はどういう役割を

担っていけるか考えないといけません。インテリア学

会の行動計画をどのように考えればよいでしょうか。 

 最近では、私は仏教の「修行する」というのはどう

いうことかについて考えています。ボランティアや教

育についても思いをめぐらせています。また和のもっ

ているよさをどう継承していけばよいでしょうか。匠

のよさをどう伝えればいいでしょうか。身体に接して

いる素材として畳にかわるインテリアエレメントを考

えるのもおもしろいです。物理的な室内にある人間の

ふるまいも同時に。 

 

５）沢田知子先生（文化女子大学） 

 茶の空間と作法と題して、姿勢、起居、室礼、畳、

座、場面、時、空間についてお話をしたいと思います。

床の上での姿勢として茶室空間における着座の姿勢が

あります。床で支えられる身体は、上半身が自由に使

えます。亭主が特にそうです。亭主は正座をする場合

でも片方の足をもう片方の足の甲にのせ、動きやすく

しています。重心が高い位置となることでリラックス

してこまかに動けるのです。着座のひとつである正座

は小さな空間でも互いを許しあえる空間を生み出しま

す。一方、広間における着座には茶室における立礼が

あります。和室の空間に家具をおいて茶を行う形式で

す。明治４年くらいにはじまりました。これは内田先

生の住宅の洋風化のお話と一致します。 

 内的で小さな空間の豊かさや特質を明らかにするこ

とはインテリア学にとって大切です。これは日本独自
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のもてなしにも通じます。これからはインテリア空間

における豊かな内部空間と行動様式を創造することが

必要と感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲シンポジウム風景 

□収支報告 

１）収入の部 

大会運営費：\450,000：インテリア学会本部より 

学会員より：\271,000：大会参加、発表登録、梗概集 

収入合計：\721,000 

 

２）収支の部 

印刷・発送代：\98,524：事前案内印刷費、発送費（１回目）*1 

卒業研究展会場設営費：\81,585：展示備品借用・設営・撤去 

会場設営（消耗品）：\65,055：掲示物作成、プロジェクター

ランプ代 

学生アルバイト代：\78,000：会場設営、当日案内、司会補助、受付 

休憩所：\1,522：お茶、紙コップ 

記念講演謝礼：\50,000：\25,000×２名分 

会議費：\63,439：実行委員会打合せ 

送料・通信費： \11,875：印刷所への資料送付等 

大会参加費、発表登録：\271,000：学会本部へ 

支出合計：\721,000 

*1 大会案内の２回目は、学会本部からの案内物と同送したため支出なし。 

 

□第16回大会実行委員 

大会委員長 沢田 知子 

委   員 小原 誠 

木村 戦太郎 

井上 祐一 

大津 由美子 

長山 洋子 

浅沼 由紀 

渡辺 秀俊 

高橋 正樹 

谷口 久美子 

丸茂 みゆき 

松田 純子 

沼尻 七子 

松本 美穂子 

曽根 里子 

見城 美子 

若宮 直行 

 

 

■第16回大会研究発表題目一覧 
 

Ａ．論文部門 

□歴史・意匠  座長：小原誠（文化女子大学） 

001 江戸城本丸御殿・西の丸御殿中奥休息の間障壁画

《古河松原図》に関する一考察 武家殿館における

名所絵障壁画の研究（３）；平井良直（相模女子大

学） 

002 帝国ホテルのステンドグラスの意匠と製作に関す

る考察；西尾雅敏（博物館明治村）、金田美世 

003 昭和10年代の暮らしにみる家電と洋家具 ある家

族の事例から２；長山洋子（文化女子大学）、前島

諒子、林知子 

 

□環境  座長：高橋正樹（文化女子大学） 

004 室内空気質測定用ポータブル VOC 分析装置につい

て；中山正樹（新コスモス電機㈱）、久世恭、神田

奎千 

005 大型チャンバーを利用した家具のホルムアルデヒ

ド放散試験；松浦勝翼（職業能力開発総合大学校東

京校）、加島守、小川和彦、角野政弥、箭内慎吾、

門倉和夫、松村年郎 

006 木造住宅における防音サッシの遮音性能経年変

化；清水実（日本工業大）、喜田理子 

 

□人間工学（１）  座長：渡辺秀俊（文化女子大学） 

007 ビル用玄関ドアの開閉方式に関する一提案；小原誠

（文化女子大学） 

008 キッチン用加熱機器の操作性に関する人間工学的

評価 その２ 新型加熱機器の評価；赤塚史章（千

葉工業大学大学院）、上野義雪 

009 キッチンの使用性を考慮したワゴン収納に関する

研究；宮本鈴実（千葉工業大学大学院）、上野義雪 

010 寝具の三層構造の役割とその応用に関する研究；上

野義雪（千葉工業大学）、佐藤昌弘、塚越理恵、上

野弘義 

011 地域高齢者コミュニティ施設の公的空間における

身体支持具のあり方に関する研究；趙鏞吉（千葉大

学大学院）清水忠男、佐藤公信 

 

□人間工学（２）  座長：直井英雄（東京理科大） 

012 交流前後におけるロボットから受けるイメージ 

ロボットと人間との相互交流に関する試行実験（そ

の１）；林田和人（早稲田大学）、遠田敦、佐野友紀、

渡辺秀俊 

013 ロボットのデザインと作業イメージの関係 ロボ

ットと人間との相互交流に関する試行実験（その

２）；佐野友紀（早稲田大学）、林田和人、遠田敦、

渡辺秀俊 

014 ロボットの交錯時における人間の回避行動特性 

ロボットと人間との相互交流に関する試行実験（そ

の３）；遠田敦（早稲田大学）、佐野友紀、林田和人、
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大江、宮後、舘野、中山、増田。 

 ２月26日（土）午後に新旧合同評議員会を実施しま

す。 

 審議事項は関西支部役員及び支部活動内容・支部会

員の把握などについての予定です。 

 

□中四国支部 

支部長 灰山彰好（広島女学院大学） 

 

 本年度の支部活動は以下の３テーマ、いずれも中国イ

ンテリアプランナー協会との共催にて、学生と一般の参

加を得て盛会であった。あとは新学会員の獲得が課題で

ある。 

 

・５．29 講演会『内へのインテリア』広島工業大学教

授・黒岩俊介氏  報告済み 

・11．19 第４回ミニレクチャー「これからの店舗デザ

インのテーマ」、講師：㈲カーサ商業建築研究所・山本

胖氏、広島市まちづくり市民交流プラザ 

・12．４ 晩秋の厳島・古民家再生見学会、案内人：建

築家、ガラス絵作家・インスタレーション作家 福島

俊を氏、宮島町 

・失敗 支部役員、評議員選挙を失念、遅ればせながら

２.15現在、選挙中です。 

 

 本年度より某大学に間借りをして、支部 HP をアップし

ています。何しろ多忙にていつもアップアップ、速報性

は乏しいですが、支部の雰囲気はお伝えできると思いま

すので､よろしかったらお訪ねください（ヤフーで「日本

インテリア学会中国・四国支部」と入力してください）。 

 

 

 

■研究部会だより 
 

□歴史部会－〈幹事会〉〈見学会〉のご報告 

部会長：内藤 昌（愛知産業大学） 

代表幹事：河田克博（名古屋工業大学） 

 

１）幹事会 

 平成16年10月16日（土）の大会開催日の昼休みに、

幹事会を開催。出席者６名。特に、次年度以降の事業

計画（見学会・講演会）や研究活動について検討した。 

 

２）見学会 

 同年10月17日（日）10：00～15：00に、「東京の近代

建築－旧岩崎邸＋朝倉彫塑館」と題して、当該建築を

見学した。参加者12名。質の高い近代住宅の豊かな空

間デザインを目の当たりにし、韓国からの研究者参加

もあって意見交換し、一同新たな感動とデザイン意識

を抱いた見学会であった。 

 

□教育部会 

部会長 北浦かほる（帝塚山大学） 

 

１）卒業作品展のまとめの小冊子の発行 

「日本インテリア学会卒業作品展10年のあゆみ」 

 平成16年で卒業作品展が第11回目を迎えるのを記念

して、教育部会では過去10年間の記録をまとめること

にしました。教育部会の予算内でつくったので発行部

数は500部が精一杯でしたが、見城・高月両幹事の熱心

なご助力で立派にまとめていただきました。卒業作品

展はインテリア学会の人材育成を支える重要な事業で

あり、さらに継続・発展させるために、今後とも学会

の多大な援助とご協力を期待するものです。 

 

２）教育部会シンポジュウム 

「わが校のインテリア教育の特徴」 

 教育部会ではこれからのインテリア教育のあり方に

ついて従来から、人材を求める企業側からの問題提起

やインターンシップの実践報告などの研究会を開催し

てきました。本年度は多くの方々に参加していただけ

るように、大会時にシンポジュウムを開催しました。

上記のテーマで、３つの教育現場から問題提起をして

いただきました。具体的には各校のインテリア教育の

特徴を①社会的な人材育成像 ②そのための重点的カ

リキュラムの２点に絞って発表していただき、インテ

リア教育の抱えている現状の課題についてともに考

え、討議しました。発表していただいたのは以下の方々

です。司会は田辺・植松幹事。 

「消費される教育から活用される教育へ」 

－共立女子短期大学生活科学科教授 岡田悟氏 

「文化女子大のインテリア教育」 

－文化女子大学造形学部住環境学科教授 木村戦太郎氏  

「高校のインテリア教育の実状と問題点」 

－都立工芸高等学校インテリア科教諭 高柳勝彦氏 

 専門的人材育成以前に学生の興味をいかに引き出す

かという短大での問題、社会の変化による職業高校か

ら専門高校への変容による高校での問題など、インテ

リア教育は社会的に幅広い層で、様々なレベルでの教

育が求められていました。そのため建築教育よりもよ

り複雑に分化した、要求段階に対応した教育が現場の

努力で工夫されていることが明らかになりました。ま

た、抱えている問題も大きく深刻でした。今後、これ

らの複雑な問題をまず整理していく必要があると考え

ています。 

 

３）卒業生の就職先に関するアンケート調査 

 インテリア教育の社会的要請を、また別の角度から

とらえようとしている企画です。企業側の採用実態と、

卒業生の就職先の分野を調査する計画で、昨年から部

会時に調査対象や調査方法など、企画・検討を重ねて

きました。準備がほぼ整いましたので、18年度には調

査を実施します。その際には是非ご協力お願いいたし

ます。 
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彼等は早朝、郡山を発ち、当大専用バスで30人も大

挙して山形に乗込んだ。研究発表の大半は彼等によ

るもので、その熱心な質疑応答には眼を見張るもの

があった。これを是非、支部大会の在り方として今

後も定着したいものである。 

 

□関東支部 

支部長 小原誠（文化女子大学） 

 

１）第三回 AIDIA 開催支援の取りまとめ 

 本年10月15日開催の第三回 AIDIA の開催にあたり、

AIDIA 実行委員会からの要請で関東支部においても作

業を分担し、行事は無事終了致しました。ここに、ゲ

ストのためのホテル予約関係の川島、長谷川両氏、懇

親会設営の河村、見城、小林の三氏、開催日の設営・

進行・影像撮影の岡田、田辺両氏に心から謝意を表し

ます。 

 この行事については、当初より赤字が予想されてお

り、10月の大会時の評議員会などで支部・研究部会の

余剰金の拠出を求められていましたので、分担作業時

の立替え金を含めて40万円を AIDIA 実行資金に繰入れ

ましたことを支部各位にご報告申し上げます。 

関東支部役員選挙について 

 ３年ごとの JASIS 役員選挙の時期となり、選挙管理

委員を、古賀紀江、丸茂みゆき、村口峽子の３氏にお

願いし、委員長を村口峽子氏に指名させて頂きました。

２月25日の開票の結果、関東支部選出評議員には39氏

が当選されました。また関東支部役員には、稲田深智

子、見城美子、上野義雪、小林輝邇、岡田悟、谷口久

美子、奥田宗幸、長山洋子、川島平七郎、長谷川隆之、

河村容治、山田智稔の12氏が当選されました。３月末

には新旧役員の顔合わせと交替の幹事会を開催の予定

です。 

 

２）今後の見学行事 

 今年は AIDIA 開催のため関東支部の行事が少ない年

になり、申し訳なく思います。しかし年度末には、懸

案の見学会を開催する予定です。候補としては、各種

のプラスチック成型法の見られる日立化成の結城工

場、真壁町の伝統建築群、増子の陶芸研修施設など、

これらは比較的近いので、組合わせで企画したいと思

います。決定すれば月末にはお知らせすることになり

ましょう。 

 

□東海支部 

支部長 松本直司（名古屋工業大学） 

 

 平成16年度支部事業及び支部創立15周年事業を実施し

ましたのでご報告を致します。 

 

１）平成16年度支部事業 

・支部総会：平成16年５月29日（土）於）名古屋造形

芸術大学 

・支部役員会：①平成16年５月29日（土）於）名古屋

造形芸術大学、②平成16年８月11日（水）於）名古

屋工業大学、③平成16年10月１日（金）於）名古屋

工業大学、④平成17年３月29日（火）半田市で開催

予定 

・見学会：①「如庵と犬山城」平成16年５月29日（土）、

参加者26名、②「半田 蔵の街｣平成17年３月29日

（火）開催予定 

・懇親会：平成16年５月29日（土）、於）なり多（旧奥

村邸）参加者18名 

・後 援：講演会「健康で安心な住まい～住まいの材

料とのかかわり～」、主催 名古屋住環境研究会、平

成16年11月13日（土）、於）東桜会館 

 

２）支部創立15周年記念事業 

 平成17年１月22（土）於）日本料理「稲本」とその

周辺 

①講演会「遊蕩の空間―中村遊廓の数寄とモダン」講

師：名工大教授 若山 滋、参加者：45人 

②見学会 日本料理「稲本」とその周辺、参加者：45

人 

③記念パーティ 於）日本料理「稲本」参加者：30人 

 

□関西支部 

支部長 北浦かほる（帝塚山大学） 

 

１）国立国際美術館と graf ビルディングの見学会 

 11月３日の移転オープンに先駆けて、10月８日に話

題の美術館の特別見学会を開催しました。この国立国

際美術館は千里の万博会場にあったものを中之島に移

転させたもので、シーザーペリ設計の完全地下型美術

館として注目されています。当日はあいにくの雨天に

もかかわらず、参加者は会員外も含めて28名と盛況で

した。 

 館長とシーザーペリ事務所の担当者から、美術館の

特徴や建築概要の説明、地上部の特徴的なモニュメン

トのイメージや、建築自体が水中に浮かせた構成にな

っていることなどの興味深い説明をうけました。その

後、開館準備真っ最中で、ほぼインテリアの整った内

部を見学しながら、直接設計者に、様々な質問に対応

していただくことができました。 

 もう一つの graf. bld.はデザイナーグループ graf.

の拠点で、美術館に直ぐ近い中之島にあります。衣食

住のすべてをデザインするという思想や、ミッドセン

チュリーを思わせるデザインが、若者から大変な人気

を得ているということです。今回はオフィス、ショウ

ルームはもとより、カフェから家具工房まで案内して

いただきました。古く狭い小さなビルが、若者のセン

スでみごとに今風に活用されていました。 

 

２）関西支部評議員選挙結果と新旧合同評議員会 

 本部からの指示により、評議員選挙を11月29日～12

月10日の期間に、郵送・無記名で実施しました。選出

数12名ということで得票順に以下の12名が選出されま

した。北浦、加藤、小宮、片山、ペリー、石橋、郷力、
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渡辺秀俊 

015 ロボットと人間との対人距離に関する検討 ロボ

ットと人間との相互交流に関する試行実験（その

４）；渡辺秀俊（文化女子大学）、遠田敦、佐野友紀、

林田和人 

 

□計画（１）  座長：北浦かほる（帝塚山大学） 

016 平面計画の質的評価に関する研究（２） 契約実績

における室内動線の回遊性に関する現状把握と考

察；横田哲（パナホーム㈱）、石橋実 

017 SOHO における仕事空間と生活空間の関係 SOHO 事

業者及び家族の問題点；白石光昭（小山工業高等専

門学校） 

018 団らんの現状と団らん空間のあり方に関する調査

研究；正岡さち（島根大学） 

019 コーポラティブ住宅事例のコンセプトに関するキ

ーワードの分析 「経堂の杜」ほかの分析；小川陽

子（広島工業大学）水内佑紀、森保洋之 

020 韓国大都市アパートのリモデリング事例分析；申京

珠（韓国漢陽大学校）、張尚玉 

 

□計画（２）  座長：浅沼由紀（文化女子大学） 

021 介護居住空間における基礎的考察 単身者のため

の介護居住空間に関する研究その１；伊藤聖子（広

島工業大学）、平田圭子 

022 事例における介護居住空間の考察 単身者のため

の介護居住空間に関する研究その２；平田圭子（広

島工業大学）、伊藤聖子 

023 介護保険による住宅改修をめぐる情報源に関する

考察；松房綾（前橋工科大学）、古賀紀江 

024 制作モデルの表象にみる子供のインテリア観につ

いて その２；片山勢津子（京都女子大学） 

025 Family child care にみるアメリカ住宅の保育空

間；北浦かほる（帝塚山大学） 

 

□計画（３）  座長：白石光昭（小山工業高等専門学校） 

026 創造性を育むための学習の時・空間設計 脳の働き

に基づく学習システムのデザイン；秋山京子（㈱イ

トーキクレビオ中央研究所）、安藤四一 

027 CAD/CAM による車椅子のデザイン研究 その２ プ

ラスチックダンボールによる車椅子の研究事例 そ

の１；山口光（東北芸術工科大学） 

028 コンテナ型収納家具を用いたオフィス環境システ

ムの提案；屋比久祐盛（琉球大学）、宮良保義 

029 キューブボックス型収納家具の定義と分類；米原悠

介（琉球大学）、岡島達雄 

030 キューブボックス型収納家具の評価方法の検討；仲

程千賀子（琉球大学）、米原悠介、岡島達雄 

 

□色彩・照明  座長：湯本長伯（九州大学） 

031 空間照明の相関色温度が色相弁別特性に与える影

響；片山一郎（宮城工業高等専門学校）、靑木務 

032 照明による好ましさ評価への影響について 印象

評価実験による心理的影響からの考察；中島龍興

（中島龍興照明デザイン研究所） 

033 VR を用いた色彩による空間イメージへの影響；老

田真美子（元大阪産業大学）、ペリー史子 

034 一般大学生における色彩に関する意識調査；小野清

美（岡山大学） 

035 街の景観と CI カラーのイメージ 現代若者が心地

よく感じる配色、不快に感じる配色とその傾向；中

嶋健治（東北芸術工科大学）、日原もとこ 

 

□計画（４）  座長：平田圭子（広島工業大学） 

036 一対比較法によるイメージ印象評価；宮下芳明（北

陸先端科学技術大学院大学） 

037 空間の自己化とその表出に関する研究 その５ 

実態と言語との関係について；松田奈緒子（京都工

芸繊維大学）、加藤力 

038 住宅のインテリア空間の生態学的研究その１ 空

間の質に関する研究の枠組みと方法；石橋実（パナ

ホーム㈱）、宮平繁昌、金岡千晶、加藤力 

039 住宅のインテリア空間の生態学的研究その２ イ

ンテリア空間における質的因子の抽出；宮平繁昌

（京都工芸繊維大学大学院）、金岡千晶、石橋実、

加藤力 

040 住宅のインテリア空間の生態学的研究その３ イ

ンテリア空間への質的因子の適用と評価；金岡千晶

（宝塚造形芸術大学大学院）、石橋実、宮平繁昌、

加藤力 

 

□計画（５）  座長：上野義雪（千葉工業大学） 

041 ヴォリュームの異なる二空間を通り抜ける際の空

間知覚に関する模型実験；水澤秀輔（東京理科大学

大学院）、矢島規雄、直井英雄 

042 VR を応用したインテリア構成要素の進行方向選択

に対する影響；上野山茉莉（元大阪産業大学）、ペ

リー史子 

043 インテリアのパターンコーディネートに関する考

察Ⅶ ３次元パターンの形容語句評価（二軸マトリ

ックス）；小宮容一（芦屋大学）、井上徹 

044 住空間における床面の色彩と容積感との関連性に

ついて その１ 床面全体を単一色とした場合；谷

口久美子（文化女子大学）、長山美樹 

045 住空間における床面の色彩と容積感との関連性に

ついて その２ 面積変化と色彩の組み合わせの

影響；長山美樹（㈱リアルウッド）、谷口久美子 

 

□教育  座長：木村戦太郎（文化女子大学） 

046 インテリア製図における表現手法の現状；岡本一紀

（東京理科大学）、奥田宗幸 

047 建築、インテリア科のための家具製作課題の提案 

合板家具ではない、無垢材を使用した家具製作法；

朝山隆（武蔵野美術大学） 

048 インテリア分野における CAD 資格・認定制度の開発

について；岡田悟（共立女子短期大学） 
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Ｂ．パネル発表部門 

□設計・デザイン  座長：見城美子（女子美術大学） 

049 スペース・ディバイダー タペストリーによるスペ

ース・ディバイダー；植松曄子（大阪産業大学） 

050 収納・縁側・運動の機能をもつ和室空間；伊藤道子

（MID） 

051 コミュニケーションに配慮した打合せ家具・什器の

開発 議論と共同作業に適したワークスペース；木

村戦太郎（文化女子大学）田村雅司 

052 四ツ屋公園 project（提案） 川の記憶のデザイン

Ⅱ；今井裕夫（岐阜市立女子短期大学）、船曳悦子 

 

 

 

■第16回大会研究発表講評 
 

□歴史・意匠 

 001は江戸城本丸及び西の丸御殿休息の間に、19世紀半

ばに障壁画として描かれた日光街道の古河の松並木に関

する考察であり、以前の障壁画にえがかれたような画題

と異なり、特に史的な名所とも思われない風景が選ばれ

たことについて考察し、東照宮参詣を代々の重要行事と

する将軍家にとっての意味、平板な関東平野のなかで、

筑波山を背景に、古河城主が17世紀より営々と造営され

てきた松並木の偉観に、将軍らが並々ならない関心をも

っていたことを、将軍家慶がご用絵師にスケッチさせて

いたことから推察されるとしている。これについて、司

会より筑波山がスケッチより大きく描かれていることか

ら、江戸市民に親しまれていた筑波山が望見されること

が重要だったのではないかという意見が出された。 

 002は明治村に移築されたライトの帝国ホテルにおい

て、多くの部位に角型の千鳥状のパタンが多用されてい

るなかで、ステンドグラスの正方形と二倍長の矩形の組

合わせで金箔入りガラスを千鳥状に嵌めたものがオリジ

ナルで、一部にのみ適用されていのに対し、完成時近く

には三列の正方形格子に、透明部と金箔ガラスを千鳥に

はめ込んでいるパタンに変っていることについて考察

し、前者のパタンではステンドグラスのＴ字形のケーム

がゆがん見えることから、発表者はライトが方針を変更

したものと推測したと述べた。これについてライトは光

の演出にこだわったにではないかと言う意見に対して、

発表者は、テラコッタでは複雑な千鳥状のパタンも容易

に製作できるのに、一品製作のステンドグラスでは工期

末でもあり断念せざるを得なかったのであろうと述べ

た。 

 003は継続研究で、大正末期の裕福な給与所得者である

小林家の家庭において、当時としては贅沢品であった各

種家電製品・電話、ピアノ、洋風家具を、準和風の家屋

に導入した状況を、娘孝子の当時の家庭の記録をもとに

洗い出したもので、特に家を改修せずにそのまま持ち込

んでいることに、当時の中流家庭の生活の一端が伺える

としている。これらの家電製品には電気レンジ、電気ス

トーブなど、大きな電流の必要な機器もあり、庶民住宅

では5A 契約が一般的であった時代に、どのくらいのアン

ペア契約を行っていたかが知りたいものである。 

（座長：小原 誠） 

 

□環境 

 004は、専門技術に依存せず現場において短時間で VOC

等の測定結果が得られる装置を開発することを目的とし

た研究である。従来までの一般的な VOC 測定法である加

熱脱着－GC/MS 等は、専門のオペレータによる分析が必

要であるため時間とコストがかかった。ここでは低濃度

の VOC を測定するための検出部の素子として、超高感度

半導体式センサーを開発した。装置本体は小型かつ軽量

（９kg）であり、データ出力も自動的にパソコンに取り

込まれ専用ソフトによって解析される。この装置を用い

て実験室及びフィールで測定した結果、両者はほぼ一致

しその有効性が実証された。この新しい装置の開発によ

り短時間かつ簡便に VOC を測定することが可能になっ

た。 

 005は、家具に関する空気汚染物質の測定方法並びに指

針値（ガイドライン）の規定づくりを想定した研究であ

る。2003年７月に建築基準法が改正され建築材料の揮発

性有機化合物に対する規制が強化された。一方、家具に

ついての規制はなされていない。本研究では大型チャン

バーを利用した家具のホルムアルデヒドの放散試験を行

い、その結果に基づき大きな空間（講堂）に連結椅子を

多数配備した場合の空気汚染物質を予測するための考え

方を示した。結論としては、家具を搬入する部屋の容積

と換気回数もしくは換気量が事前に把握できれば、概ね

室内汚染濃度を予測することが可能であろうとのことで

あった。今後、実際の現場での検証を行う予定とのこと

である。 

 006は、木造住宅における防音サッシの遮音性の経年変

化について検討した研究である。2000年度に行った遮音

性能の実測値と比較をすると、防音サッシにおいてはオ

クターブ帯域毎 TLq 平均値の差で8dB～11dB の低下、外

周壁においては3dB～11dB の低下がみられた。初期の遮

音性能を維持するためには、気密材の取替えや枠の変形

の有無等の検査の実施が望まれる、と結論づけている。

今回は３年経過後の状態を考察したが、今後も継続的に

調査を進めるとのことである。 

（座長：高橋正樹） 

 

□人間工学（１） 

 007は、ホテルやビルのための安全な玄関ドアの開閉方

式について考察したものである。風圧の影響を受けずに

開閉できる開き戸形式として、①片寄せ折れ戸、②中心

支持滑り出し戸、③四分点支持中折扉の３種類の提案が

なされた。それぞれ、戸先の軌跡、扉の運動エネルギー、

クローザーの所要トルク、気密性・水密性、安全性の点

から、風除室への適用の可能性について報告があった。

六本木ヒルズの自動ドアでの人身事故を契機として、こ

うした扉の運動エネルギーが小さく安全な扉の普及が望

まれる。 

 008は、各種のキッチン用加熱機器の機能性について比

較実験したものである。現状コンロ５台と新型加熱機器
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□論文審査委員会 

委員長 直井英雄（東京理科大学） 

 

 現在、第15号の論文集の論文審査が進行中です。論文

数が少な目なのが残念ですが、期日通りの発行を目指し

て努力しております。 

 論文集の担当者として常々思っているのは、どうした

ら論文応募が盛んになるかということです。現実を踏ま

えて考えれば、もちろんこの問題も、かける労力と得ら

れる利益との関係だということで、次のようなアイデア

を考えてみたのですが、いかがでしょうか。別に、画期

的なアイデアというわけではありません。きわめて現実

的なアイデアです。 

 主に、大学等にお勤めで、大学院生を指導されている

先生たちへのお願いということになりますが、大学院生

たちの尻をたたいて、連名で応募させるのです。先生方

にとっては何より労力が相当削減されるはずですし、先

生ご自身の利益にはそれほどならないかもしれません

が、学生にとっては、相当な実績になるはずです。二人

分合わせれば、労少なくして益多しというわけです。実

際、本学会や他学会に口頭発表だけして、放ってある研

究成果がずいぶんあるのではないでしょうか。その有効

利用を考えてもよいのではないかと思うのです。もちろ

ん可能であれば、１編に限らず、２編でも、３編でも。

どうか、ご検討ください。 

 

 

 

■支部だより 
 

□東北支部 

前支部長 日原もとこ（東北芸術工科大学） 

 

１）インテリア学会東北支部大会 

＜大会スケジュール＞ 

・学内見学 11：00－（30分程度） 

・総  会 11：00－12：00（開場 10：45）３階 304

教室 

・支部研究発表大会 13：00－14：30（開場 12：45）

４階 412教室 

・特別講演会参加 15：00－17：00 会場：パレスグ

ランデール 

主  催：インテリア産業協会、山形 IC クラブ 

協  力：日本インテリア学会東北支部 

テ ー マ：「世界の子ども部屋から」 

講  師：北浦かほる氏 

・パネルディスカッション 17：00－19：00 

 会場：同上 

パネラー：北浦かほる、荒井智子、阿部由美子 

コーディネーター：日原もとこ 

・懇親会 19：00－21：00 会場：同上 

 

２）総会報告 

 会員の時間調整が噛み合わず、約１年間にわたる間

をおいて、昨年11月に総会と研究発表、講演会を一挙

に執り行うことになった。総会では、活動報告に引き

続き、１年遅れで、日原支部長の任期満了に伴い、新

たに、若井正一支部長が選出された。 

 新年度からは若井支部長新体制の下で活動を発足さ

せることとなり、議事は滞りなく運び、議案全ては承

認された。 

 

３）17、18年度新役員 

支 部 長：若井正一（日本大学） 

副支部長：鈴木敏彦（東北芸工大） 

評 議 員：若井正一、鈴木敏彦、牧田和久 

早野由美恵、日原もとこ 

 

４）平成16年度インテリア学会東北支部 研究発表大会 

日時 平成16年11月27日 

場所 東北芸術工科大学 

１．開会挨拶   13：00－13：05 

２．研究発表 

＜学生部門＞ 13：05－13：45（発表６分、質疑２分） 

座長 山口 光 

・コンピュータ表示画像を利用した色彩の面積効果に

関する一実験；○伊藤 隆（日本大学大学院）、若井

正一（日本大学教授・工博） 

・限定通路における歩行者の行動特性と通路幅に関す

る検討；○十文字 聡（日本大学大学院）、若井正一

（日本大学教授・工博） 

・対面型カウンターの機能寸法に関する人間工学的検

討；○時崎 裕千（日本大学大学院）、若井正一（日

本大学教授・工博） 

・木造住宅の施工者の立場からみたリフォーム実態に

関する検討；○西山 博之（日本大学大学院）、若井

正一（日本大学教授・工博） 

・室内構成要素としての窓まわりの使用実態と開口尺

度に関する一考察；○濱田 育実（日本大学大学院）、

若井正一（日本大学教授・工博） 

＜一般部門＞ 13：52－14：25（発表９分、質疑２分） 

座長 市岡 綾子 

・情操教育に視点をおいた児童向け英語教材の開発；

○藤原 智代（東北芸工大修了生）、日原もとこ（東

北芸工大教授） 

・CI カラーにみる若者の色彩イメージ－若者が心地よ

く感じる配色、不快に感じる配色とその傾向－；○

中嶋 健治（ピー・ソフトハウス）、日原もとこ（東

北芸工大） 

・CAD/CAM による車椅子のデザイン研究－プラスチッ

クダンボールによる車椅子の研究事例；○山口 光

（東北芸術工科大学） 

３．閉会挨拶  14：25－14：30 

 

後記：山形 IC クラブ主催の特別講演会が開催されるの

を機に、本支部も相乗りして急遽、支部大会開催日

が決まったのであるが、内容は実に盛り沢山で、そ

のパワーの源は日大工学部の院生達の参加にある。
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中から総務担当者を決める。 

６．次年度大会の開催地について 

・平成17年10月22日（土）、琉球大学において開催。大

会長は岡島理事。梗概原稿の募集などの作業を総務

委員会や事務局でサポートする。 

７．役員改選の件 

・本年12月中に支部別の評議員選挙を実施。１月中に

理事選挙、日程の詳細は配付資料の通り。 

８．会員名簿の発行の件 

・今年度中に仮の名簿を発行。住所・所属等の修正は

既に会員に依頼済み。メールアドレスは、次回の名

簿発行時に掲載するが、役員については掲載の可能

性を検討する。 

９．高橋会著の挨拶 

・AIDIA 東京大会は、会員への PR 不足のためか参加者

が少なかった。学会パンフレットの内容を分かりや

すくするなど、学会運営の在り方を真剣に考えなけ

ればならない。体調が戻るまで、会長代理の任を岡

島先生にお願いしたい。 

 

 

 

■運営委員会だより 
 

□総務委員会 

委員長 上野義雪（千葉工業大学） 

 

 平成16年12月末から学会事務局が東京大学西出研究室

に移転した。昨年は、AIDIA 東京大会の事務局を東京大

学西出研究室に担当して頂いたこともあり、事務局の移

転が当初の計画から大幅に遅れることとなった。これま

で事務局長を引き受けていただいた藤城幹夫先生には、

心から感謝と御礼を申し上げます。事務局移転に伴い、

しばらくの間は、会員の皆様方にご不便をおかけいたし

ますが、軌道に乗るまでご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

 

□広報委員会 

委員長 湯本長伯（九州大学） 

 

 広報委員会は、学会の広報及び公聴機能を分掌してお

ります。 

 

１）会報 

 今号は大会号となりますが、年度末から総会前に年

報を発行予定です。 

 30号から大会発表の座長報告を掲載していますが、

大会関係の座長報告は、学会活動にとっても大切なも

のですから、座長の先生方のご協力に感謝すると共に、

会員の皆様におかれても、色々とご意見をお寄せ戴き、

より良い形式や内容に近づけて行きたいと思います。

宜しくお願い申し上げます。 

 ご意見を戴ける場合は、編集委員会の渡邊あるいは

白石までお願い致します 

（宛先：会報 hhwatanabe@jcom.home.ne.jp、 

年報 shiraish@oyama-ct.ac.jp） 

 

２）ホームページ 

 連絡用・事務用のデータ等を収納した事務ホームペ

ージを開設致しております。 

 AIDIA 日本大会実施でも、メイリングリストとホー

ムページが活躍しましたが、主に連絡や会合情報等の

周知に、ご活用下さい。 

 インテリア学会・事務ホームページ URL 

http://www.design.kyushu-u.ac.jp/~ymtlab/JASIS/

（index.html） 

 上記のミラーサイトです。同じ内容が入っております。 

http://www.design.kyushu-u.ac.jp/~yumoto/JASIS/

（index.html） 

 ご意見を戴ける場合は、編集委員会の湯本／九州大

学までお願い致します。 

（宛先：yumoto@design.kyushu-u.ac.jp、アドレス変

更しています） 

 

３）工事標準仕様書・試作版の件 

 なお現在ＨＰには、構法・計画委員会のマネジメン

トによる「工事標準仕様書」の試作版が、公示されて

おります。近く最終版が上梓される予定で内容は変わ

りますが、ご意見とご関心をお寄せ下さい。 

http://www.kyushu-id.ac.jp/~ymtlab/JASIS/kinde

x.html 

 ご意見を戴ける場合は、委員会の小原主査／文化女

子大学までお願い致します。 

 

４）問合せ 

 広報公聴を担当する広報委員会が、戴いた問合せを

整理して各担当に連絡致します。前回にもお知らせし

た連絡事務所に、何なりとご連絡下さい。 

 電話：03-5953-8575 

（インテリア学会と告げて下さい） 

 F A X：03-5841-8515 

（東京大学建築学専攻内、FAX のみです） 

（ご連絡には、差出記名と宛名を忘れずにお願い致し

ます） 

 

５）その他 

 学会内の情報をオープンにして行くための手段とし

ては、やはりメイルニュースが最も有効です。 

 多くの学会では今、「受付窓口の集約代行化」と「メ

イルニュース」開設が行われつつあります。「メイルニ

ュース」を受け取れない方のためには、FAX による代

替手段が取られており、ニュース発生から数日間での

情報共有が可能となっています。そこで来るべきニュ

ース開設の準備のため、機会を見つけて事務局まで「メ

イルアドレス、またはそれに代わる FAX 番号」を、お

知らせ下さい。宜しくお願い申し上げます。（既に、お

知らせ戴いている方は不要です） 

 連絡先：事務局 FAX 03-5841-8515 
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６台を対象にして、①加熱部と操作部の配置、②表示の

誤認、③つまみの操作性などを評価した。本研究は、新

型加熱機の改良点を明らかにするための研究であるが、

キッチン用加熱機のユーザビリティを評価するためのガ

イドラインの作成など、研究成果をより汎用性のある成

果としてまとめる方向も期待される。 

 009は、各種の収納形式をもつキッチンの機能性につい

て比較実験したものである。扉収納式、ワゴン収納式、

引き出し式の３種類のキッチンを対象にして、①感覚評

価、②作業姿勢、③作業動作、④扉の開閉力、⑤筋活動

量の点から評価した。結果として、ワゴン式キッチンの

設計要件をまとめている。会場との議論の中で、「インテ

リア性とうい評価観点は如何なるものか」との質問があ

った。難しい問題であるが、このあたりの解答を体系的

に整備することも本学会の大切な働きであろう。 

 010は、小原二郎氏らを中心として提案された寝具マッ

トレスの「三層構造」の理論（1966））以降に出現した新

しいクッション材（低反発ウレタンフォーム、3D ネット

材料）について評価したものである。また、「三層構造」

の他の製品への展開の可能性について論じている。寝具

あるいは就寝環境についての研究は、残された課題が多

い領域でもあるので、今後の展開に期待したい。 

 011は、地域高齢者コミュニティ施設の公的空間におけ

る身体支持具について、①設置状況、②利用状況、③利

用者ニーズを把握した上で、床座空間と椅子座空間にお

ける実験用身体支持具を制作し、現場での使い方（姿勢・

行為）の行動観察および評価をしたものである。 

 このように、調査に基づいて制作した試作品を現場に

持ち込んで、実際の利用場面において実験・評価・改良

を繰り返していく「実務プロジェクト型の研究」は、今

後、急速にその重要性を増していくものと思われる。 

（座長：渡辺秀俊） 

 

□人間工学（２） 

 このセッションは、インテリア空間内で活動するロボ

ットと人間の相互交流をテーマとした４題連続の研究発

表であった。内容的に一連のものであるため、発表は連

続して行ってもらい、質疑の時間をまとめて取ることと

した。 

 012は、その１として、ロボットから受けるイメージが、

交流前後でどう違うかをテーマとした研究、013は、その

２として、ロボットが行う作業とそのロボットのデザイ

ンとの関係をテーマとした研究である。また、014は、ロ

ボットと交錯しそうになったときの人間の回避行動特性

をテーマとする研究、015は、人間がロボットとの間にと

る対“人”距離をテーマとする研究である。 

 インテリア空間内へのロボットの導入は、SF 小説や SF

映画などでおなじみの本格的なヒューマノイドロボット

ということであればもちろん相当先の話になろうが、掃

除ロボットなどの単純な機能のロボットについては、以

外とすぐなのかもしれない。研究テーマを最初に見たと

きには意表をつかれたが、そう考えれば、いまから始め

てもちっともおかしくないテーマである。そのようなテ

ーマをまず最初に発掘した、その発想の斬新さに敬意を

表したい。 

 研究内容についていえば、いずれもきわめてオーソド

ックスな人間工学研究と評価できるものである。そのた

めもあり、質疑は、研究の中味、たとえば研究方法など

にはあまり向けられず、研究の前提として使ったロボッ

トの一般性、あるいは現在すでに人間と一緒に暮らして

いるペットとの類似性、違いなどに集中した。そのよう

な意見交換は、いわば思想的、哲学的なところにまで発

展しそうな内容で、その意味では大変興味深いセッショ

ンになったのではないかと考える。司会の期待としては、

この将来性のある鉱脈をぜひ掘り進んでいってほしい。 

（座長：直井英雄） 

 

□計画（１） 

 016 平面計画の質を再評価する指標として回遊動線

に着目し、過去に建てた工業化住宅約100件を検討して、

その有効性を説いている研究である。回遊動線に組み込

まれているＬ、Ｄ、Ｋ、玄関、廊下までは納得できるが、

和室、子ども室などの私室まで含まれていることに疑問

をもつ。回遊動線とは、言い換えれば通り抜けができる

計画である。回遊動線になるためには必ず出入口が２ヶ

所必要となる。複数の出入口は私室の室内計画に様々な

面で影響を与えるため逆効果にならないかと考える。 

 017 今はやりの SOHO の仕事空間と生活空間の関係に

関する研究である。家事や育児などが仕事への集中を途

切れさせてしまう原因になっているという分析である

が、逆に仕事をしながら子どもの面倒がみられることを

前提につくったのが SOHO である。住宅の中に仕事空間が

存在する事自体に疑問を抱いている人が少なくなかった

という結果が書かれていたが、SOHO という言葉自体が理

解されていないのではないか。SOHO は特別のものではな

く、従来の事務所併用住宅や店舗併用住宅である。 

 018 ここ二、三年続けられている団欒に関する研究で

あるが、家族団欒のあり方を考える際に決め手となる家

族周期についての配慮が薄いのが気になる。子どもの年

齢で家族団欒の質が大きく左右されるため、対象として

いる家族像が明確に示されていないことがこの研究の魅

力を半減させている。対象を18歳以上の家族全員として

いるが、調査項目では学校での出来事を親と話すや、遊

園地に行く、進路の話をするなど小中学生のいる家族を

感じさせる調査項目があり、違和感を覚える。対象とす

る家族周期や家族像などを絞り込んで研究計画をたてる

ことが、説得力を生む研究につながる。 

 019 広島県初のコーポラティブハウジングのコンセ

プトのキーワードを分析した研究である。結果的に、意

図的に抽出してきたキーワード「装置」を見るか、使う

かで、美的感覚派と生活創造派にうまく分けられており、

つい説得されてしまう。あたり前の結果が得られている

のだが、住戸のコンテントからキーワードとしての住戸

のハード、ソフトの詳細のとり方.がうまく、ライフスタ

イルの抽出の仕方に説得力がある。しかし、この結果が

計画に対してどういう意味をもつのか、研究目的が理解

しにくい研究でもある。 

 020 韓国のソウルにおける集合住宅のリフォームに
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関する研究である。住宅状況が日本と異なるため様々な

疑問をもった。半数以上が入居時に改造するということ

であるが、新築の集合住宅を購入しても半数がリフォー

ムしてから入居するということなのか。改造原因は主に

空間の狭小、及び平面計画と日常生活の不一致が中心で

あり、入居前後５年未満にリフォームが実施されている。

老朽化ではなく個性指向による改造であり、集合住宅の

供給側で解決しておくべき問題を多く抱えていることが

わかる。 

（座長：北浦かほる） 

 

□計画（２） 

 021・022（伊藤・平田）は、「単身者のための介護居住

空間に関する研究」の連続研究である。021では、“介護

居住空間”に関する既往研究の研究対象と記述内容につ

いての考察から、今後なされるべき研究視点として、住

宅の運営や住宅における仕事室の質的向上、を挙げてい

る。既往研究分析において、研究対象とする“介護居住

空間”についての明確な定義が必要であると思われる。

022では、021の考察結果より、“住宅の運営”に着目し、

居住者が築いてきた価値観を反映した生活のあり方と定

義し、虚弱化した際の運営継続の仕方について、１事例

から考察を行っている。事例は、当事者による詳細かつ

長期間の記録に基づく貴重なものであるが、単身被介護

者と介護者の関係が親子の場合に限定されている。運営

継続の要望に関する両者の間柄の違いによる特徴等、よ

り多くの事例に基づく今後の分析が期待される。 

 023（松房ほか）は、介護保険による住宅改修利用者と

ケアマネジャーを対象としたアンケート調査にもとづ

き、住宅改修の提案、内容決定及び改修情報の提供につ

いて、利用者、利用者家族及び関連職種の関与の実態を

報告している。その結果、提案及び内容決定には利用者

家族、利用者への情報提供にはケアマネジャーが大きく

関わっている状況等が示された。現状では関与の低い建

築系の職種との連携も含め、今後、より高い効果が得ら

れる適切な改修がなされるために、利用者や関連職種へ

の情報提供のあり方について、情報の質、伝達方法、時

期等の多面的分析による情報システム構築へと研究が発

展することを期待したい。 

 024（片山）は、小中学生を対象とした、「私の部屋」

のモデルを制作する２つの実験調査から、小中学生のイ

ンテリア観と年齢による経年的変化について報告してい

る。その結果、年齢が上がるにつれて、子供達が身近な

ものを手掛かりとして部分から次第に部屋全体の構成を

考え、遠近的立体的空間把握が完成するようになること

が示された。今回は年齢による変化を軸にした報告であ

るが、今後は、発達段階に加えて、発表者の既報告にも

ある男女差や、その間に経験した学習環境、住宅環境等、

空間思考への影響要因も加味した、さらに詳しい分析が

期待される。 

 025（北浦）は、個人が自宅で子供を預かる Family child 

care を行っているアメリカ住宅の保育空間について、平

面図実測とインタビューに基づく、保育のために改修し

た空間とその使用実態に関する報告である。ライセンス

制度では子供の安全基準が重視され、保育空間はリビン

グと台所が主であること、教育プログラムの内容は保育

者の価値観や考え方による差が顕著であると指摘してい

る。アメリカ固有の社会制度による空間的特徴など、日

米の相違を踏まえた上で、日本における３歳未満対象の

“保育ママ（家庭福祉員）制度”による日本住宅での保

育空間に対しての示唆、提案への展開を期待したい。 

（座長：浅沼由紀） 

 

□計画（３） 

 026 創造性を育むための学習の時・空間設計：脳の機

能分化（右脳と左脳）をもとにデスクを作ることで、適

切な環境になるとの仮説をもとに、オフィス用デスクの

開発を試みた研究である。興味深い研究ではあるが、質

疑でもあったように、脳の機能分化（右脳と左脳）と環

境の間の関係付けが曖昧と感じられる。この点を十分検

討して欲しい。また、提案しているデスクはオフィス用

であるので、小学生による検証の後に、ぜひ一般ワーカ

ーの意見もまとめて欲しい。 

 027 CAD/CAM による車椅子のデザイン研究 その２： 

少ロット生産と軽量化を目的に、プラスチック段ボール

を主材料として製作し、車椅子の製作上の妥当性を確認

するとともに、使用に耐えられるかを検証した研究であ

る。実際の製品化にはまだ多くの点からの検証が必要と

思われるが、加工の良さを考えると非常に興味深い取り

組みである。ただし、アルミ製の折りたたみ車椅子で12kg

程度、軽量タイプになると10kg を切る製品もある。この

点から考えると、まだまだ改良の余地がありそうだ。ま

た、折りたたみができない点を考えると、本研究の提案

する車椅子は、どのような状況で、誰が使用するのかを

確認してみる必要があろう。 

 028 コンテナ型収納家具を用いたオフィス環境シス

テムの提案：「琉政文書」と呼ばれる膨大な資料を整理・

管理するために生まれたシステムをもとに、幅広く利用

できる収納システムを構築・提案している。基本を A4サ

イズ対応のコンテナ型週の家具とし、連結器のを持ち、

様々なレイアウトへの対応が可能としている。また、耐

震試験も行い、地震への強さを確認している。ただし、

ある程度の規模以上のオフィスでは、収納家具だけを動

かすことは少なく、デスクやチェアその他も動かさねば

ならない。このため、専門業者が入ることが多い。今回

の収納家具は報告内にもあるような SOHO 向けとして提

案していくと良いと思われる。 

 029 キューブボックス型収納家具の定義と分類：生活

空間の向上を目的とし、収納のシステム化と生活空間に

おける収納状態の美しさを配慮した家具として、キュー

ブボックス型収納家具を提案している研究である。発表

内容は、収納に対する基本的な考え方の整理、構成部材

数と連結方法から既存キューブボックス型収納家具の分

類、キューブボックス型収納家具の問題点について述べ

ている。030の発表と連題にはなっていないが、同一のテ

ーマである。030にも共通する点として、キューブボック

ス型収納家具は大きさが固定されるとの特徴を持つ。シ

ステム化された数種類の大きさのキューブボックス型収
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生活を始めたいという施主の希望に合わせた提案であ

る。個室化されていた和室をリビングの一部に組み込み、

座敷と広縁という伝統的な場の考え方をテーマとしてい

る。また、和室に30㎝の段差を付けることで、床下収納

庫と引き出しを設置した。さらに段差を上がり下がりす

ることでの運動機能を期待しているが、30㎝を下りるの

は少し、負担ではないかとの意見も出された。また、以

前にはあった納戸をなくしたことでこれからの生活の中

での対応にやや不便、使いにくさが生じないか。リビン

グを拡げたことで、南側の光がより多く取り込めるよう

になったと同時に、キッチンの壁をガラスに変えたこと

で、全体的に開放感が得られている。 

 051は議論と共同作業に対応する、新しいワークスペー

スへの提案である。「形式的」「一方通行」のイメージを

払拭し、オフィス空間をよりよいコミュニケーションと

創造の場にするための打ち合わせ家具・什器が提示され

た。内容は有機的フォルムを持つ３タイプのテーブルと

背面から投影出来るクリアスクリーン、２タイプのワゴ

ン、数種のボードからなる。とくに緩やかなアウトライ

ンのテーブルは参加者をリラックスさせ、互いに親近感

を持ち易くする効果が期待出来る。テーブルの中央には

ホワイトボードが取り付けれ、自由に書き込みながらの

作業とプレゼンテーションが可能となろう。現在は既製

品の脚部で間に合わせているが、これから改善してゆく

とのことである。今秋には製品化される。 

 052は「四ッ屋公園 Project」と題された、岐阜、長良

川の河川敷を借りた地域の活性化への提案である。岐阜

の街へのヘソ的な位置に小さな公園を設置する。ここは

旧堤防の名残がある場所で、ここに「人を呼び街に賑わ

いを取り戻す」とのコンセプトで、ウオーキングの拠点

としての小スペースが提案されている。平面計画の概略

図だけの報告であったために、具体的な提案内容が読み

とれなかった。周辺の環境が分かるような現場の写真や、

計画のディテールの説明が欲しかったように思う。 

（座長：見城美子） 

 

 

 

■日本インテリア学会第17回大会の 
 お知らせ 
 

大会実行委員長 岡島達雄（琉球大学） 

 

 日本インテリア学会第17回大会は、沖縄の琉球大学で、

開催します。 

 10月21日（金）午後 理事会、夕刻 懇親会 

 10月22日（土）研究発表会、講演会、卒業作品展 

 10月23日（日）自由見学会 

 沖縄は、日本本土のはるか南西に位置しますが、時間

的には遠くありません。碧い海と珊瑚礁、世界遺産、戦

跡、音楽、舞踊、料理、工芸などにも富んでいます。ま

た米軍基地の75パーセントがあります。亜熱帯島嶼環境

とともに、沖縄文化もお楽しみ下さい。 

 研究発表会の形式は、これまでと変わりませんが、申

し込み方法などにはご注意下さい。講演会は、沖縄文化

にちなんだものにしたいと考えています。大きく変更さ

れるのは、卒業作品展です。応募方法が相当変わる可能

性がありますので、募集要項にとくにご留意ください。 

 大会開催期間は、晴天の多い時期です。水着ご持参で

お越し下さい。昨年は、大手航空会社の特割期間でもあ

りました。天候にも飛行機にも恵まれますことを祈って

おります。 

 10月には、ご家族ご友人もお誘いの上、大会に懇親会

にご参加いただけることを願っています。 

 

 

 

■平成16年度第３回理事会議事録 
 

総務委員長 上野義雪（千葉工業大学） 

 

日  時：平成16年10月16日（土）12：00～12：50 

会  場：文化女子大学 C041国際会議室 

出 席 者：高橋 島崎 岡島 加藤 内藤 小宮 西出 

小原（誠） 沢田 北浦 森保 木村 栗山 

棒田（小松代） 日原 灰山 清水 直井 

湯本 松本（吉） 松本（直）渡辺 藤城 

上野 松崎 （宮本） 

進 行 役：上野 

記  録：松崎 上野 （宮本） 

配付資料：１．Ｈ16年度第３回理事会議事資料（上野） 

２．Ｈ16年度第２回理事会議事録（上野） 

３．Ｈ16年度総会議事録（上野） 

４．総務委員会会議の設置について（上野） 

５．Ｈ17年度役員改選スケジュール・内容 

（上野） 

議  事： 

 上野総務委員長の進行により、平成16年度第３回理事

会の議事を進めることにした。 

１．総会・前回理事会議事録の確認 

・承認された。 

２．AIDIA 東京大会の件 

・加藤実行委員長から開催終了の報告がなされた。 

・大会の会計は赤字になる可能性がある。 

・今後、再度日本大会開催が予定されている。 

・AIDIA 会長は高橋 JASIS 会長が就任、代行を岡島副

会長に依頼する。 

３．事務局移転の件 

・AIDIA 大会終了後、残務整理の目途にあわせて、JASIS

事務局を東京大学に移転する。 

４．役員補充の件 

・白石光昭氏を理事に推挙、総務副委員長に就任。白

石氏の広報委員の後任については今後検討する。 

５．組織の見直し 

・総務委員会会議を設置し、学会運営について定期的

に検討する。会長、副会長、総務委員会委員、事務

局長で構成、必要に応じてオブザーバーの出席を要

請する。会長補佐会議との区別を明確に。副会長の
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いうこともあり、前提条件が提示されていないために論

文を読む側にわかりづらいことが残念であった。会場か

らもその由と、まとめの“①インテリア行為に係わるヒ

エラルキーに応じて、実態の背景が異なる。”の結論に対

して、21の要素自体のヒエラルキーとの関わりについて

質疑があった。 

 038 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その１ 

    空間の質に関する研究の枠組みと方法」 

 039 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その２ 

    インテリア空間における質的因子の抽出」 

 040 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その３ 

    インテリア空間への質的因子の適用と評価」 

は、３編のシリーズである。生態学の立場から住空間の

あり方を見直して、特にインテリア空間の質的な面から

快適な住計画の立て方のヒントを求めることを目的とし

ている。インテリア空間の質の因子を建築家の住宅作品

の文献から得られたキーワードと、住宅設計者へのアン

ケートから得られたキーワードによって質的因子を抽出

し、その実態の適応状況について検証を行っている。筆

者らが言わんとすることは共感するところである。生態

学的・インテリア第２世代・商品化住宅における営業設

計段階への着目・「心の内」にあるインテリア空間など魅

力的な言葉があり、賛同するところである。が、具体的

にどう研究と係わってくるのかもっと知りたいところで

ある。設計者が居住者の質的要望を得て住宅設計するの

だから設計者の書いた文献やアンケートから質的因子を

求めたと思うが、インテリア第２世代という居住者の変

化に着目しているのなら、直接彼らからインテリア空間

の質的因子を探り出すことも必要ではないかと思われ

た。会場からは、生態学的な要素と時間との関わり等に

ついて質疑があった。 

（座長：平田圭子） 

 

□計画（５） 

 041は、建築空間内部におけるヴォリュームの変化が感

覚知覚に与える影響を模型実験により検証したものであ

る。その結果、吹き抜け空間や滞留空間、流動空間など

に与える影響を概ね定量化することができた。実験手法

に工夫がみられ、関連研究における実験手法として参考

になる。 

 042は、階段に着目し、バーチャル・リアリティを用い

て画面上の仮想空間に階段を提示し、階段形状、空間内

の配置位置などを変えた場合の進路方向の選択性に実験

で明らかにした。その結果、進路選択には、空間規模、

階段位置、階段幅などが影響することが明らかになった。

階段使用の判断は、目的場所までの動線や諸室の配置が

関わると考えられるため、今後はこれらの条件を加味し

た研究に期待をしたい。 

 043は、インテリア空間の正面、左右の仕上げ壁３面に

施されたパターンが空間に及ぼす効果を台紙に張ったパ

ターンを使用して明らかにしたものである。その結果パ

ターンと評価の形容詞句との間に関連性を見出すことが

できた。調査で使用した提示パターンの縮尺や大きさが

評価に影響すると考えられるため、これらの妥当性につ

いて確認を要すると思われる。 

 044は、床一面の色彩が容積感に与える影響を８畳の居

間を想定し、縮尺模型による評価を行ったものである。

その結果、床の色彩は、高さに影響しにくいなど、色彩

と容積感などの関連性が明らかになった。対象とする被

験や人数など、具体的な実験方法と今後の研究に対する

方向性などの記載を希望する。 

 045は、床にピース敷きを施した場合の色彩が容積感に

与える影響を前報と同様の条件で調べたものである。そ

の結果、彩色面の面積を縮小した場合と色彩を組み合わ

せた場合において、明度が容積感に影響することが明ら

かになった。今後、室内の配置家具の条件など、更なる

研究を期待する。 

（座長：上野義雪） 

 

□教育 

 046は、インテリア製図における表現手法の現状調査報

告である。ここでは、建築製図の規格（JIS A0150「建築

製図通則」）に表現手法が定められていないインテリアエ

レメント（家具、カーテン、カーペットなど）が、“実施

設計図面”にどう表示されているか各種調査を行った。 

 その結果、インテリア製図に関し基準が必要とする企

業55％に対し、基準を持たない企業が53％だった。描線

や文字サイズでは、社内基準を設けず担当者が各自設定

する場合が多く、インテリアエレメントでは特に“自由

曲線物”が表現しづらい様で、収集した描写事例からも

その苦労が伺われる。047は発表者が欠席。048は、イン

テリア分野における CAD の教育方法と資格の現状を踏ま

えた、認定制度に対する提案である。情報化社会の今日、

インテリア分野でも CAD による図面作成が一般化してき

たが、その教育方法についてはコンテンツが先かスキル

が先かの議論があり、前者は４年制大学で、後者は２年

制の教育機関で採られる場合が多い。資格については、

建築部門・機械部門の試験は行われているがインテリア

に特化した試験はない。近年、インテリアに関する資格

であるインテリアコーディネーターおよびインテリアプ

ランナーの受験資格の年齢制限が撤廃、もしくは若年齢

化された。これらに対応すべく、２年間で CAD スキルを

習得しつつインテリア基礎も学習するためのインテリア

CAD 認定制度を、インテリア CAD 研究会が主体となって

開発し、2003年度にスタートさせた。 

（座長：木村戦太郎） 

 

□設計・デザイン 

 049はタペストリーによる、空間の仕切りの実例集であ

る。日本空間で古来より「しつらい」に使用されてきた

御簾、屏風や衝立が持っていた機能や特性を現代の室内

空間に合わせてデザイン・制作されている。左右に移動

するもの、２枚重ねて「透ける」を強調したものなどが

提示された。ファブリックの風合いは表情豊かであり、

装飾性にも富み空間に安らぎを与えるが現実問題とし

て、埃を呼びやすく、メンテナンスに苦労がある。 

 050は130㎡程度のマンションのリフォームの実例であ

る。子供の成長、独立に合わせ新しい気分でこれからの
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納家具を提案するなどが考えられるが、様々な大きさの

収納物にどう対応していくかを十分検討する必要があろ

う。 

 030 キューブボックス型収納家具の評価方法の検討： 

省スペース化に有効な収納家具として、キューブボック

ス型収納家具を提案している研究である。発表内容は、

既存のキューブボックス型収納家具、キャビネット型収

納家具、ラック型収納家具を、材質・価格・体積の点か

ら比較し、それぞれの特徴をまとめるとともに、既存の

キューブボックス型収納家具の評価項目の提案を行って

いる。029でも述べたように、様々な大きさの収納物への

対応しやすさ等を評価項目に反映させる必要もあろう。 

（座長：小山高専 白石光昭） 

 

□色彩・照明 

 色彩・照明のセッションである。建築学と重なる部分

も多いインテリア分野であるが、カラー・テクスチュア・

照明（全体明るさ、照度分布、局部光環境など）といっ

た分野は、インテリア分野で特にバイアスのかかる分野

であると言える。この他にもまだまだあると思うが、「こ

れはインテリア学会で特にやらねばならない」というよ

うな分野を特に支援したり、意識的にオーガナイズして

研究発表を導出したり、といった努力が15年以上の歴史

を持つインテリア学会としては、もっと必要なのではな

いか？ 

 先ずは「オーガナイズドセッション」の試行を前提に

し、例えば「インテリア学会・研究分野懇談会」シリー

ズを積み重ねて、次回大会で試行する。少なくとも、そ

こに至る議論に参加した人は、最低１件は発表原稿を提

出して、セッションの成立と盛り上げに一役買う、とい

うのは如何であろうか？大会発表と論文集への投稿は学

会の生命線であるので、そろそろ意識的な活性化策を取

ることが、上記以外にも必要と思えてならない。大会講

評を書くに当たり、一言提案させて戴きます。 

 

 さてこのセッションでは、５題の発表があった。031、

032の照明に関するものと、033～035の色彩に関するもの

の２つに大別できるが、空間印象とか室内雰囲気という

点ではインテリア特有の共通性を感じた。 

 031 「空間照明の相関色温度が色相弁別特性に与える

影響」片山、青木は、白熱電球等の低相関色温度光源で

暖色系が高彩度になり、好ましい室内雰囲気になる一方、

色相弁別に困難を感じる問題点に対し、様々なケースに

ついて弁別実験を行っている。実験方法や装置を試行し

つつ、色々な試みをしている段階でもあり、あまり性急

な結論を求めないほうが良いと思うが、大変興味深い研

究であると思う。 

 032 「照明による好ましさ評価への影響について」中

島は、照明の変化により『空間印象』が変わることを、

幾つかのシーンを設定して印象評価実験を行い、報告し

ている。評価は11形容詞対を用い、因子分析によれば第

３因子までで寄与率58％となると報告された。結論的な

ことは幾つかあるが、例えば「比較的低位置に明るさの

重心がある場合、特に美しさと落ち着きの評価が高くな

り、好ましさ評価が高まる」という結論の一つは、ヨー

ロッパ型の居間と日本の居間の照明の在り方（明るさ、

照度分布、局部光環境など）に関する議論に、一つの資

料を与えるものとも言える。今後の展開に期待したい。 

 033 「VR を用いた色彩による空間イメージへの影響」

老田、ペリーは、仮想空間画像をスクリーンに投影する

形の仮想環境で、擬似空間移動体験をさせつつ評価を行

っている。用いたモデルも独特で、建築家ルイス・バラ

ガンの「ギラルディ邸」を取り上げている。彼の建築は、

面と面を直接ぶつけたようなディテールを持ち、実物と

3D の喰い違いが出にくいかも知れない。このトライアル

をさらに整理して、系統化されることを期待したい。 

 034 「一般大学生における色彩に関する意識調査」小

野は、生活環境・医療空間環境を意識しつつ、先ずは生

活において、どれくらい色彩を意識しているかを含め、

生活環境全般の調査を報告している。調査項目中に『絵

画の存在』を聞いている部分があるが、今後のまとめで

は何の指標として見ているのか等、調査内容と回答の吟

味が求められるであろう。いずれにせよ、「色彩のある生

活」をどのような目的変数に関係付けるかなど、いわゆ

る「お調べ」に終わらない研究の位置づけを、今後深め

て戴きたい。 

 035 「街の景観と CI カラーのイメージ－現代若者が

心地よく感じる配色、不快に感じる配色とその傾向」中

嶋、日原は、公共色彩研究の一環として、色彩への好み

を調べる実験を報告している。色彩イメージをキーワー

ドで現し、それを３色の配色表現に変換する。この実験

は、既に2001年にも行っており、これとの比較も行って

いる。幾つかの興味ある指摘もあったが、全体に実験研

究の内容が他者に分かり難く、もう少し研究のベースと

なる部分を一般化して戴きたいと感じた。世代による色

彩への一般的嗜好の違いを調べるのは、色々な点で方法

的検討が重要となるので、この点も今後さらに分かり易

くして戴くと、他の研究者にも大いに参考になろう。 

（座長：湯本長伯） 

 

□計画（４） 

 036 「一対比較法によるイメージ印象評価」は、印象

を意図通りのものに近づけるためにどのような改善をす

れば良いか、評価法の第２の価値を求めている。そのた

めに Non-Designer を対象にデザイン行為をさせずに無

意識の印象判断を取り出すために、披験回数を十分にさ

せる一対比較法の導入を提案している。その評価法の新

しい価値を求める真摯な姿勢は評価できる。が、提案さ

れた被験回数を十分させることと、印象を意図通りのも

のに近づけることとの関わりをもう少しわかりやすく明

記して頂けると良いと思われた。会場からは、Non-People

に評価させることについて質疑があった。 

 037 「空間の自己化とその表出に関する研究 その５ 

実態と言語との関係について」は、自己表出の実態とし

てのインテリア要素とその背景にある住み手の意識との

関係を、１．21の要素と言語との関係、２．21の要素と

意識との関係、３．言語ユニットと意識との関係から具

体的に述べている。興味深い研究であるが、“その５”と
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いうこともあり、前提条件が提示されていないために論

文を読む側にわかりづらいことが残念であった。会場か

らもその由と、まとめの“①インテリア行為に係わるヒ

エラルキーに応じて、実態の背景が異なる。”の結論に対

して、21の要素自体のヒエラルキーとの関わりについて

質疑があった。 

 038 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その１ 

    空間の質に関する研究の枠組みと方法」 

 039 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その２ 

    インテリア空間における質的因子の抽出」 

 040 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その３ 

    インテリア空間への質的因子の適用と評価」 

は、３編のシリーズである。生態学の立場から住空間の

あり方を見直して、特にインテリア空間の質的な面から

快適な住計画の立て方のヒントを求めることを目的とし

ている。インテリア空間の質の因子を建築家の住宅作品

の文献から得られたキーワードと、住宅設計者へのアン

ケートから得られたキーワードによって質的因子を抽出

し、その実態の適応状況について検証を行っている。筆

者らが言わんとすることは共感するところである。生態

学的・インテリア第２世代・商品化住宅における営業設

計段階への着目・「心の内」にあるインテリア空間など魅

力的な言葉があり、賛同するところである。が、具体的

にどう研究と係わってくるのかもっと知りたいところで

ある。設計者が居住者の質的要望を得て住宅設計するの

だから設計者の書いた文献やアンケートから質的因子を

求めたと思うが、インテリア第２世代という居住者の変

化に着目しているのなら、直接彼らからインテリア空間

の質的因子を探り出すことも必要ではないかと思われ

た。会場からは、生態学的な要素と時間との関わり等に

ついて質疑があった。 

（座長：平田圭子） 

 

□計画（５） 

 041は、建築空間内部におけるヴォリュームの変化が感

覚知覚に与える影響を模型実験により検証したものであ

る。その結果、吹き抜け空間や滞留空間、流動空間など

に与える影響を概ね定量化することができた。実験手法

に工夫がみられ、関連研究における実験手法として参考

になる。 

 042は、階段に着目し、バーチャル・リアリティを用い

て画面上の仮想空間に階段を提示し、階段形状、空間内

の配置位置などを変えた場合の進路方向の選択性に実験

で明らかにした。その結果、進路選択には、空間規模、

階段位置、階段幅などが影響することが明らかになった。

階段使用の判断は、目的場所までの動線や諸室の配置が

関わると考えられるため、今後はこれらの条件を加味し

た研究に期待をしたい。 

 043は、インテリア空間の正面、左右の仕上げ壁３面に

施されたパターンが空間に及ぼす効果を台紙に張ったパ

ターンを使用して明らかにしたものである。その結果パ

ターンと評価の形容詞句との間に関連性を見出すことが

できた。調査で使用した提示パターンの縮尺や大きさが

評価に影響すると考えられるため、これらの妥当性につ

いて確認を要すると思われる。 

 044は、床一面の色彩が容積感に与える影響を８畳の居

間を想定し、縮尺模型による評価を行ったものである。

その結果、床の色彩は、高さに影響しにくいなど、色彩

と容積感などの関連性が明らかになった。対象とする被

験や人数など、具体的な実験方法と今後の研究に対する

方向性などの記載を希望する。 

 045は、床にピース敷きを施した場合の色彩が容積感に

与える影響を前報と同様の条件で調べたものである。そ

の結果、彩色面の面積を縮小した場合と色彩を組み合わ

せた場合において、明度が容積感に影響することが明ら

かになった。今後、室内の配置家具の条件など、更なる

研究を期待する。 

（座長：上野義雪） 

 

□教育 

 046は、インテリア製図における表現手法の現状調査報

告である。ここでは、建築製図の規格（JIS A0150「建築

製図通則」）に表現手法が定められていないインテリアエ

レメント（家具、カーテン、カーペットなど）が、“実施

設計図面”にどう表示されているか各種調査を行った。 

 その結果、インテリア製図に関し基準が必要とする企

業55％に対し、基準を持たない企業が53％だった。描線

や文字サイズでは、社内基準を設けず担当者が各自設定

する場合が多く、インテリアエレメントでは特に“自由

曲線物”が表現しづらい様で、収集した描写事例からも

その苦労が伺われる。047は発表者が欠席。048は、イン

テリア分野における CAD の教育方法と資格の現状を踏ま

えた、認定制度に対する提案である。情報化社会の今日、

インテリア分野でも CAD による図面作成が一般化してき

たが、その教育方法についてはコンテンツが先かスキル

が先かの議論があり、前者は４年制大学で、後者は２年

制の教育機関で採られる場合が多い。資格については、

建築部門・機械部門の試験は行われているがインテリア

に特化した試験はない。近年、インテリアに関する資格

であるインテリアコーディネーターおよびインテリアプ

ランナーの受験資格の年齢制限が撤廃、もしくは若年齢

化された。これらに対応すべく、２年間で CAD スキルを

習得しつつインテリア基礎も学習するためのインテリア

CAD 認定制度を、インテリア CAD 研究会が主体となって

開発し、2003年度にスタートさせた。 

（座長：木村戦太郎） 

 

□設計・デザイン 

 049はタペストリーによる、空間の仕切りの実例集であ

る。日本空間で古来より「しつらい」に使用されてきた

御簾、屏風や衝立が持っていた機能や特性を現代の室内

空間に合わせてデザイン・制作されている。左右に移動

するもの、２枚重ねて「透ける」を強調したものなどが

提示された。ファブリックの風合いは表情豊かであり、

装飾性にも富み空間に安らぎを与えるが現実問題とし

て、埃を呼びやすく、メンテナンスに苦労がある。 

 050は130㎡程度のマンションのリフォームの実例であ

る。子供の成長、独立に合わせ新しい気分でこれからの
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納家具を提案するなどが考えられるが、様々な大きさの

収納物にどう対応していくかを十分検討する必要があろ

う。 

 030 キューブボックス型収納家具の評価方法の検討： 

省スペース化に有効な収納家具として、キューブボック

ス型収納家具を提案している研究である。発表内容は、

既存のキューブボックス型収納家具、キャビネット型収

納家具、ラック型収納家具を、材質・価格・体積の点か

ら比較し、それぞれの特徴をまとめるとともに、既存の

キューブボックス型収納家具の評価項目の提案を行って

いる。029でも述べたように、様々な大きさの収納物への

対応しやすさ等を評価項目に反映させる必要もあろう。 

（座長：小山高専 白石光昭） 

 

□色彩・照明 

 色彩・照明のセッションである。建築学と重なる部分

も多いインテリア分野であるが、カラー・テクスチュア・

照明（全体明るさ、照度分布、局部光環境など）といっ

た分野は、インテリア分野で特にバイアスのかかる分野

であると言える。この他にもまだまだあると思うが、「こ

れはインテリア学会で特にやらねばならない」というよ

うな分野を特に支援したり、意識的にオーガナイズして

研究発表を導出したり、といった努力が15年以上の歴史

を持つインテリア学会としては、もっと必要なのではな

いか？ 

 先ずは「オーガナイズドセッション」の試行を前提に

し、例えば「インテリア学会・研究分野懇談会」シリー

ズを積み重ねて、次回大会で試行する。少なくとも、そ

こに至る議論に参加した人は、最低１件は発表原稿を提

出して、セッションの成立と盛り上げに一役買う、とい

うのは如何であろうか？大会発表と論文集への投稿は学

会の生命線であるので、そろそろ意識的な活性化策を取

ることが、上記以外にも必要と思えてならない。大会講

評を書くに当たり、一言提案させて戴きます。 

 

 さてこのセッションでは、５題の発表があった。031、

032の照明に関するものと、033～035の色彩に関するもの

の２つに大別できるが、空間印象とか室内雰囲気という

点ではインテリア特有の共通性を感じた。 

 031 「空間照明の相関色温度が色相弁別特性に与える

影響」片山、青木は、白熱電球等の低相関色温度光源で

暖色系が高彩度になり、好ましい室内雰囲気になる一方、

色相弁別に困難を感じる問題点に対し、様々なケースに

ついて弁別実験を行っている。実験方法や装置を試行し

つつ、色々な試みをしている段階でもあり、あまり性急

な結論を求めないほうが良いと思うが、大変興味深い研

究であると思う。 

 032 「照明による好ましさ評価への影響について」中

島は、照明の変化により『空間印象』が変わることを、

幾つかのシーンを設定して印象評価実験を行い、報告し

ている。評価は11形容詞対を用い、因子分析によれば第

３因子までで寄与率58％となると報告された。結論的な

ことは幾つかあるが、例えば「比較的低位置に明るさの

重心がある場合、特に美しさと落ち着きの評価が高くな

り、好ましさ評価が高まる」という結論の一つは、ヨー

ロッパ型の居間と日本の居間の照明の在り方（明るさ、

照度分布、局部光環境など）に関する議論に、一つの資

料を与えるものとも言える。今後の展開に期待したい。 

 033 「VR を用いた色彩による空間イメージへの影響」

老田、ペリーは、仮想空間画像をスクリーンに投影する

形の仮想環境で、擬似空間移動体験をさせつつ評価を行

っている。用いたモデルも独特で、建築家ルイス・バラ

ガンの「ギラルディ邸」を取り上げている。彼の建築は、

面と面を直接ぶつけたようなディテールを持ち、実物と

3D の喰い違いが出にくいかも知れない。このトライアル

をさらに整理して、系統化されることを期待したい。 

 034 「一般大学生における色彩に関する意識調査」小

野は、生活環境・医療空間環境を意識しつつ、先ずは生

活において、どれくらい色彩を意識しているかを含め、

生活環境全般の調査を報告している。調査項目中に『絵

画の存在』を聞いている部分があるが、今後のまとめで

は何の指標として見ているのか等、調査内容と回答の吟

味が求められるであろう。いずれにせよ、「色彩のある生

活」をどのような目的変数に関係付けるかなど、いわゆ

る「お調べ」に終わらない研究の位置づけを、今後深め

て戴きたい。 

 035 「街の景観と CI カラーのイメージ－現代若者が

心地よく感じる配色、不快に感じる配色とその傾向」中

嶋、日原は、公共色彩研究の一環として、色彩への好み

を調べる実験を報告している。色彩イメージをキーワー

ドで現し、それを３色の配色表現に変換する。この実験

は、既に2001年にも行っており、これとの比較も行って

いる。幾つかの興味ある指摘もあったが、全体に実験研

究の内容が他者に分かり難く、もう少し研究のベースと

なる部分を一般化して戴きたいと感じた。世代による色

彩への一般的嗜好の違いを調べるのは、色々な点で方法

的検討が重要となるので、この点も今後さらに分かり易

くして戴くと、他の研究者にも大いに参考になろう。 

（座長：湯本長伯） 

 

□計画（４） 

 036 「一対比較法によるイメージ印象評価」は、印象

を意図通りのものに近づけるためにどのような改善をす

れば良いか、評価法の第２の価値を求めている。そのた

めに Non-Designer を対象にデザイン行為をさせずに無

意識の印象判断を取り出すために、披験回数を十分にさ

せる一対比較法の導入を提案している。その評価法の新

しい価値を求める真摯な姿勢は評価できる。が、提案さ

れた被験回数を十分させることと、印象を意図通りのも

のに近づけることとの関わりをもう少しわかりやすく明

記して頂けると良いと思われた。会場からは、Non-People

に評価させることについて質疑があった。 

 037 「空間の自己化とその表出に関する研究 その５ 

実態と言語との関係について」は、自己表出の実態とし

てのインテリア要素とその背景にある住み手の意識との

関係を、１．21の要素と言語との関係、２．21の要素と

意識との関係、３．言語ユニットと意識との関係から具

体的に述べている。興味深い研究であるが、“その５”と
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関する研究である。住宅状況が日本と異なるため様々な

疑問をもった。半数以上が入居時に改造するということ

であるが、新築の集合住宅を購入しても半数がリフォー

ムしてから入居するということなのか。改造原因は主に

空間の狭小、及び平面計画と日常生活の不一致が中心で

あり、入居前後５年未満にリフォームが実施されている。

老朽化ではなく個性指向による改造であり、集合住宅の

供給側で解決しておくべき問題を多く抱えていることが

わかる。 

（座長：北浦かほる） 

 

□計画（２） 

 021・022（伊藤・平田）は、「単身者のための介護居住

空間に関する研究」の連続研究である。021では、“介護

居住空間”に関する既往研究の研究対象と記述内容につ

いての考察から、今後なされるべき研究視点として、住

宅の運営や住宅における仕事室の質的向上、を挙げてい

る。既往研究分析において、研究対象とする“介護居住

空間”についての明確な定義が必要であると思われる。

022では、021の考察結果より、“住宅の運営”に着目し、

居住者が築いてきた価値観を反映した生活のあり方と定

義し、虚弱化した際の運営継続の仕方について、１事例

から考察を行っている。事例は、当事者による詳細かつ

長期間の記録に基づく貴重なものであるが、単身被介護

者と介護者の関係が親子の場合に限定されている。運営

継続の要望に関する両者の間柄の違いによる特徴等、よ

り多くの事例に基づく今後の分析が期待される。 

 023（松房ほか）は、介護保険による住宅改修利用者と

ケアマネジャーを対象としたアンケート調査にもとづ

き、住宅改修の提案、内容決定及び改修情報の提供につ

いて、利用者、利用者家族及び関連職種の関与の実態を

報告している。その結果、提案及び内容決定には利用者

家族、利用者への情報提供にはケアマネジャーが大きく

関わっている状況等が示された。現状では関与の低い建

築系の職種との連携も含め、今後、より高い効果が得ら

れる適切な改修がなされるために、利用者や関連職種へ

の情報提供のあり方について、情報の質、伝達方法、時

期等の多面的分析による情報システム構築へと研究が発

展することを期待したい。 

 024（片山）は、小中学生を対象とした、「私の部屋」

のモデルを制作する２つの実験調査から、小中学生のイ

ンテリア観と年齢による経年的変化について報告してい

る。その結果、年齢が上がるにつれて、子供達が身近な

ものを手掛かりとして部分から次第に部屋全体の構成を

考え、遠近的立体的空間把握が完成するようになること

が示された。今回は年齢による変化を軸にした報告であ

るが、今後は、発達段階に加えて、発表者の既報告にも

ある男女差や、その間に経験した学習環境、住宅環境等、

空間思考への影響要因も加味した、さらに詳しい分析が

期待される。 

 025（北浦）は、個人が自宅で子供を預かる Family child 

care を行っているアメリカ住宅の保育空間について、平

面図実測とインタビューに基づく、保育のために改修し

た空間とその使用実態に関する報告である。ライセンス

制度では子供の安全基準が重視され、保育空間はリビン

グと台所が主であること、教育プログラムの内容は保育

者の価値観や考え方による差が顕著であると指摘してい

る。アメリカ固有の社会制度による空間的特徴など、日

米の相違を踏まえた上で、日本における３歳未満対象の

“保育ママ（家庭福祉員）制度”による日本住宅での保

育空間に対しての示唆、提案への展開を期待したい。 

（座長：浅沼由紀） 

 

□計画（３） 

 026 創造性を育むための学習の時・空間設計：脳の機

能分化（右脳と左脳）をもとにデスクを作ることで、適

切な環境になるとの仮説をもとに、オフィス用デスクの

開発を試みた研究である。興味深い研究ではあるが、質

疑でもあったように、脳の機能分化（右脳と左脳）と環

境の間の関係付けが曖昧と感じられる。この点を十分検

討して欲しい。また、提案しているデスクはオフィス用

であるので、小学生による検証の後に、ぜひ一般ワーカ

ーの意見もまとめて欲しい。 

 027 CAD/CAM による車椅子のデザイン研究 その２： 

少ロット生産と軽量化を目的に、プラスチック段ボール

を主材料として製作し、車椅子の製作上の妥当性を確認

するとともに、使用に耐えられるかを検証した研究であ

る。実際の製品化にはまだ多くの点からの検証が必要と

思われるが、加工の良さを考えると非常に興味深い取り

組みである。ただし、アルミ製の折りたたみ車椅子で12kg

程度、軽量タイプになると10kg を切る製品もある。この

点から考えると、まだまだ改良の余地がありそうだ。ま

た、折りたたみができない点を考えると、本研究の提案

する車椅子は、どのような状況で、誰が使用するのかを

確認してみる必要があろう。 

 028 コンテナ型収納家具を用いたオフィス環境シス

テムの提案：「琉政文書」と呼ばれる膨大な資料を整理・

管理するために生まれたシステムをもとに、幅広く利用

できる収納システムを構築・提案している。基本を A4サ

イズ対応のコンテナ型週の家具とし、連結器のを持ち、

様々なレイアウトへの対応が可能としている。また、耐

震試験も行い、地震への強さを確認している。ただし、

ある程度の規模以上のオフィスでは、収納家具だけを動

かすことは少なく、デスクやチェアその他も動かさねば

ならない。このため、専門業者が入ることが多い。今回

の収納家具は報告内にもあるような SOHO 向けとして提

案していくと良いと思われる。 

 029 キューブボックス型収納家具の定義と分類：生活

空間の向上を目的とし、収納のシステム化と生活空間に

おける収納状態の美しさを配慮した家具として、キュー

ブボックス型収納家具を提案している研究である。発表

内容は、収納に対する基本的な考え方の整理、構成部材

数と連結方法から既存キューブボックス型収納家具の分

類、キューブボックス型収納家具の問題点について述べ

ている。030の発表と連題にはなっていないが、同一のテ

ーマである。030にも共通する点として、キューブボック

ス型収納家具は大きさが固定されるとの特徴を持つ。シ

ステム化された数種類の大きさのキューブボックス型収
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生活を始めたいという施主の希望に合わせた提案であ

る。個室化されていた和室をリビングの一部に組み込み、

座敷と広縁という伝統的な場の考え方をテーマとしてい

る。また、和室に30㎝の段差を付けることで、床下収納

庫と引き出しを設置した。さらに段差を上がり下がりす

ることでの運動機能を期待しているが、30㎝を下りるの

は少し、負担ではないかとの意見も出された。また、以

前にはあった納戸をなくしたことでこれからの生活の中

での対応にやや不便、使いにくさが生じないか。リビン

グを拡げたことで、南側の光がより多く取り込めるよう

になったと同時に、キッチンの壁をガラスに変えたこと

で、全体的に開放感が得られている。 

 051は議論と共同作業に対応する、新しいワークスペー

スへの提案である。「形式的」「一方通行」のイメージを

払拭し、オフィス空間をよりよいコミュニケーションと

創造の場にするための打ち合わせ家具・什器が提示され

た。内容は有機的フォルムを持つ３タイプのテーブルと

背面から投影出来るクリアスクリーン、２タイプのワゴ

ン、数種のボードからなる。とくに緩やかなアウトライ

ンのテーブルは参加者をリラックスさせ、互いに親近感

を持ち易くする効果が期待出来る。テーブルの中央には

ホワイトボードが取り付けれ、自由に書き込みながらの

作業とプレゼンテーションが可能となろう。現在は既製

品の脚部で間に合わせているが、これから改善してゆく

とのことである。今秋には製品化される。 

 052は「四ッ屋公園 Project」と題された、岐阜、長良

川の河川敷を借りた地域の活性化への提案である。岐阜

の街へのヘソ的な位置に小さな公園を設置する。ここは

旧堤防の名残がある場所で、ここに「人を呼び街に賑わ

いを取り戻す」とのコンセプトで、ウオーキングの拠点

としての小スペースが提案されている。平面計画の概略

図だけの報告であったために、具体的な提案内容が読み

とれなかった。周辺の環境が分かるような現場の写真や、

計画のディテールの説明が欲しかったように思う。 

（座長：見城美子） 

 

 

 

■日本インテリア学会第17回大会の 
 お知らせ 
 

大会実行委員長 岡島達雄（琉球大学） 

 

 日本インテリア学会第17回大会は、沖縄の琉球大学で、

開催します。 

 10月21日（金）午後 理事会、夕刻 懇親会 

 10月22日（土）研究発表会、講演会、卒業作品展 

 10月23日（日）自由見学会 

 沖縄は、日本本土のはるか南西に位置しますが、時間

的には遠くありません。碧い海と珊瑚礁、世界遺産、戦

跡、音楽、舞踊、料理、工芸などにも富んでいます。ま

た米軍基地の75パーセントがあります。亜熱帯島嶼環境

とともに、沖縄文化もお楽しみ下さい。 

 研究発表会の形式は、これまでと変わりませんが、申

し込み方法などにはご注意下さい。講演会は、沖縄文化

にちなんだものにしたいと考えています。大きく変更さ

れるのは、卒業作品展です。応募方法が相当変わる可能

性がありますので、募集要項にとくにご留意ください。 

 大会開催期間は、晴天の多い時期です。水着ご持参で

お越し下さい。昨年は、大手航空会社の特割期間でもあ

りました。天候にも飛行機にも恵まれますことを祈って

おります。 

 10月には、ご家族ご友人もお誘いの上、大会に懇親会

にご参加いただけることを願っています。 

 

 

 

■平成16年度第３回理事会議事録 
 

総務委員長 上野義雪（千葉工業大学） 

 

日  時：平成16年10月16日（土）12：00～12：50 

会  場：文化女子大学 C041国際会議室 

出 席 者：高橋 島崎 岡島 加藤 内藤 小宮 西出 

小原（誠） 沢田 北浦 森保 木村 栗山 

棒田（小松代） 日原 灰山 清水 直井 

湯本 松本（吉） 松本（直）渡辺 藤城 

上野 松崎 （宮本） 

進 行 役：上野 

記  録：松崎 上野 （宮本） 

配付資料：１．Ｈ16年度第３回理事会議事資料（上野） 

２．Ｈ16年度第２回理事会議事録（上野） 

３．Ｈ16年度総会議事録（上野） 

４．総務委員会会議の設置について（上野） 

５．Ｈ17年度役員改選スケジュール・内容 

（上野） 

議  事： 

 上野総務委員長の進行により、平成16年度第３回理事

会の議事を進めることにした。 

１．総会・前回理事会議事録の確認 

・承認された。 

２．AIDIA 東京大会の件 

・加藤実行委員長から開催終了の報告がなされた。 

・大会の会計は赤字になる可能性がある。 

・今後、再度日本大会開催が予定されている。 

・AIDIA 会長は高橋 JASIS 会長が就任、代行を岡島副

会長に依頼する。 

３．事務局移転の件 

・AIDIA 大会終了後、残務整理の目途にあわせて、JASIS

事務局を東京大学に移転する。 

４．役員補充の件 

・白石光昭氏を理事に推挙、総務副委員長に就任。白

石氏の広報委員の後任については今後検討する。 

５．組織の見直し 

・総務委員会会議を設置し、学会運営について定期的

に検討する。会長、副会長、総務委員会委員、事務

局長で構成、必要に応じてオブザーバーの出席を要

請する。会長補佐会議との区別を明確に。副会長の
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いうこともあり、前提条件が提示されていないために論

文を読む側にわかりづらいことが残念であった。会場か

らもその由と、まとめの“①インテリア行為に係わるヒ

エラルキーに応じて、実態の背景が異なる。”の結論に対

して、21の要素自体のヒエラルキーとの関わりについて

質疑があった。 

 038 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その１ 

    空間の質に関する研究の枠組みと方法」 

 039 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その２ 

    インテリア空間における質的因子の抽出」 

 040 「住宅のインテリア空間の生態学的研究 その３ 

    インテリア空間への質的因子の適用と評価」 

は、３編のシリーズである。生態学の立場から住空間の

あり方を見直して、特にインテリア空間の質的な面から

快適な住計画の立て方のヒントを求めることを目的とし

ている。インテリア空間の質の因子を建築家の住宅作品

の文献から得られたキーワードと、住宅設計者へのアン

ケートから得られたキーワードによって質的因子を抽出

し、その実態の適応状況について検証を行っている。筆

者らが言わんとすることは共感するところである。生態

学的・インテリア第２世代・商品化住宅における営業設

計段階への着目・「心の内」にあるインテリア空間など魅

力的な言葉があり、賛同するところである。が、具体的

にどう研究と係わってくるのかもっと知りたいところで

ある。設計者が居住者の質的要望を得て住宅設計するの

だから設計者の書いた文献やアンケートから質的因子を

求めたと思うが、インテリア第２世代という居住者の変

化に着目しているのなら、直接彼らからインテリア空間

の質的因子を探り出すことも必要ではないかと思われ

た。会場からは、生態学的な要素と時間との関わり等に

ついて質疑があった。 

（座長：平田圭子） 

 

□計画（５） 

 041は、建築空間内部におけるヴォリュームの変化が感

覚知覚に与える影響を模型実験により検証したものであ

る。その結果、吹き抜け空間や滞留空間、流動空間など

に与える影響を概ね定量化することができた。実験手法

に工夫がみられ、関連研究における実験手法として参考

になる。 

 042は、階段に着目し、バーチャル・リアリティを用い

て画面上の仮想空間に階段を提示し、階段形状、空間内

の配置位置などを変えた場合の進路方向の選択性に実験

で明らかにした。その結果、進路選択には、空間規模、

階段位置、階段幅などが影響することが明らかになった。

階段使用の判断は、目的場所までの動線や諸室の配置が

関わると考えられるため、今後はこれらの条件を加味し

た研究に期待をしたい。 

 043は、インテリア空間の正面、左右の仕上げ壁３面に

施されたパターンが空間に及ぼす効果を台紙に張ったパ

ターンを使用して明らかにしたものである。その結果パ

ターンと評価の形容詞句との間に関連性を見出すことが

できた。調査で使用した提示パターンの縮尺や大きさが

評価に影響すると考えられるため、これらの妥当性につ

いて確認を要すると思われる。 

 044は、床一面の色彩が容積感に与える影響を８畳の居

間を想定し、縮尺模型による評価を行ったものである。

その結果、床の色彩は、高さに影響しにくいなど、色彩

と容積感などの関連性が明らかになった。対象とする被

験や人数など、具体的な実験方法と今後の研究に対する

方向性などの記載を希望する。 

 045は、床にピース敷きを施した場合の色彩が容積感に

与える影響を前報と同様の条件で調べたものである。そ

の結果、彩色面の面積を縮小した場合と色彩を組み合わ

せた場合において、明度が容積感に影響することが明ら

かになった。今後、室内の配置家具の条件など、更なる

研究を期待する。 

（座長：上野義雪） 

 

□教育 

 046は、インテリア製図における表現手法の現状調査報

告である。ここでは、建築製図の規格（JIS A0150「建築

製図通則」）に表現手法が定められていないインテリアエ

レメント（家具、カーテン、カーペットなど）が、“実施

設計図面”にどう表示されているか各種調査を行った。 

 その結果、インテリア製図に関し基準が必要とする企

業55％に対し、基準を持たない企業が53％だった。描線

や文字サイズでは、社内基準を設けず担当者が各自設定

する場合が多く、インテリアエレメントでは特に“自由

曲線物”が表現しづらい様で、収集した描写事例からも

その苦労が伺われる。047は発表者が欠席。048は、イン

テリア分野における CAD の教育方法と資格の現状を踏ま

えた、認定制度に対する提案である。情報化社会の今日、

インテリア分野でも CAD による図面作成が一般化してき

たが、その教育方法についてはコンテンツが先かスキル

が先かの議論があり、前者は４年制大学で、後者は２年

制の教育機関で採られる場合が多い。資格については、

建築部門・機械部門の試験は行われているがインテリア

に特化した試験はない。近年、インテリアに関する資格

であるインテリアコーディネーターおよびインテリアプ

ランナーの受験資格の年齢制限が撤廃、もしくは若年齢

化された。これらに対応すべく、２年間で CAD スキルを

習得しつつインテリア基礎も学習するためのインテリア

CAD 認定制度を、インテリア CAD 研究会が主体となって

開発し、2003年度にスタートさせた。 

（座長：木村戦太郎） 

 

□設計・デザイン 

 049はタペストリーによる、空間の仕切りの実例集であ

る。日本空間で古来より「しつらい」に使用されてきた

御簾、屏風や衝立が持っていた機能や特性を現代の室内

空間に合わせてデザイン・制作されている。左右に移動

するもの、２枚重ねて「透ける」を強調したものなどが

提示された。ファブリックの風合いは表情豊かであり、

装飾性にも富み空間に安らぎを与えるが現実問題とし

て、埃を呼びやすく、メンテナンスに苦労がある。 

 050は130㎡程度のマンションのリフォームの実例であ

る。子供の成長、独立に合わせ新しい気分でこれからの
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納家具を提案するなどが考えられるが、様々な大きさの

収納物にどう対応していくかを十分検討する必要があろ

う。 

 030 キューブボックス型収納家具の評価方法の検討： 

省スペース化に有効な収納家具として、キューブボック

ス型収納家具を提案している研究である。発表内容は、

既存のキューブボックス型収納家具、キャビネット型収

納家具、ラック型収納家具を、材質・価格・体積の点か

ら比較し、それぞれの特徴をまとめるとともに、既存の

キューブボックス型収納家具の評価項目の提案を行って

いる。029でも述べたように、様々な大きさの収納物への

対応しやすさ等を評価項目に反映させる必要もあろう。 

（座長：小山高専 白石光昭） 

 

□色彩・照明 

 色彩・照明のセッションである。建築学と重なる部分

も多いインテリア分野であるが、カラー・テクスチュア・

照明（全体明るさ、照度分布、局部光環境など）といっ

た分野は、インテリア分野で特にバイアスのかかる分野

であると言える。この他にもまだまだあると思うが、「こ

れはインテリア学会で特にやらねばならない」というよ

うな分野を特に支援したり、意識的にオーガナイズして

研究発表を導出したり、といった努力が15年以上の歴史

を持つインテリア学会としては、もっと必要なのではな

いか？ 

 先ずは「オーガナイズドセッション」の試行を前提に

し、例えば「インテリア学会・研究分野懇談会」シリー

ズを積み重ねて、次回大会で試行する。少なくとも、そ

こに至る議論に参加した人は、最低１件は発表原稿を提

出して、セッションの成立と盛り上げに一役買う、とい

うのは如何であろうか？大会発表と論文集への投稿は学

会の生命線であるので、そろそろ意識的な活性化策を取

ることが、上記以外にも必要と思えてならない。大会講

評を書くに当たり、一言提案させて戴きます。 

 

 さてこのセッションでは、５題の発表があった。031、

032の照明に関するものと、033～035の色彩に関するもの

の２つに大別できるが、空間印象とか室内雰囲気という

点ではインテリア特有の共通性を感じた。 

 031 「空間照明の相関色温度が色相弁別特性に与える

影響」片山、青木は、白熱電球等の低相関色温度光源で

暖色系が高彩度になり、好ましい室内雰囲気になる一方、

色相弁別に困難を感じる問題点に対し、様々なケースに

ついて弁別実験を行っている。実験方法や装置を試行し

つつ、色々な試みをしている段階でもあり、あまり性急

な結論を求めないほうが良いと思うが、大変興味深い研

究であると思う。 

 032 「照明による好ましさ評価への影響について」中

島は、照明の変化により『空間印象』が変わることを、

幾つかのシーンを設定して印象評価実験を行い、報告し

ている。評価は11形容詞対を用い、因子分析によれば第

３因子までで寄与率58％となると報告された。結論的な

ことは幾つかあるが、例えば「比較的低位置に明るさの

重心がある場合、特に美しさと落ち着きの評価が高くな

り、好ましさ評価が高まる」という結論の一つは、ヨー

ロッパ型の居間と日本の居間の照明の在り方（明るさ、

照度分布、局部光環境など）に関する議論に、一つの資

料を与えるものとも言える。今後の展開に期待したい。 

 033 「VR を用いた色彩による空間イメージへの影響」

老田、ペリーは、仮想空間画像をスクリーンに投影する

形の仮想環境で、擬似空間移動体験をさせつつ評価を行

っている。用いたモデルも独特で、建築家ルイス・バラ

ガンの「ギラルディ邸」を取り上げている。彼の建築は、

面と面を直接ぶつけたようなディテールを持ち、実物と

3D の喰い違いが出にくいかも知れない。このトライアル

をさらに整理して、系統化されることを期待したい。 

 034 「一般大学生における色彩に関する意識調査」小

野は、生活環境・医療空間環境を意識しつつ、先ずは生

活において、どれくらい色彩を意識しているかを含め、

生活環境全般の調査を報告している。調査項目中に『絵

画の存在』を聞いている部分があるが、今後のまとめで

は何の指標として見ているのか等、調査内容と回答の吟

味が求められるであろう。いずれにせよ、「色彩のある生

活」をどのような目的変数に関係付けるかなど、いわゆ

る「お調べ」に終わらない研究の位置づけを、今後深め

て戴きたい。 

 035 「街の景観と CI カラーのイメージ－現代若者が

心地よく感じる配色、不快に感じる配色とその傾向」中

嶋、日原は、公共色彩研究の一環として、色彩への好み

を調べる実験を報告している。色彩イメージをキーワー

ドで現し、それを３色の配色表現に変換する。この実験

は、既に2001年にも行っており、これとの比較も行って

いる。幾つかの興味ある指摘もあったが、全体に実験研

究の内容が他者に分かり難く、もう少し研究のベースと

なる部分を一般化して戴きたいと感じた。世代による色

彩への一般的嗜好の違いを調べるのは、色々な点で方法

的検討が重要となるので、この点も今後さらに分かり易

くして戴くと、他の研究者にも大いに参考になろう。 

（座長：湯本長伯） 

 

□計画（４） 

 036 「一対比較法によるイメージ印象評価」は、印象

を意図通りのものに近づけるためにどのような改善をす

れば良いか、評価法の第２の価値を求めている。そのた

めに Non-Designer を対象にデザイン行為をさせずに無

意識の印象判断を取り出すために、披験回数を十分にさ

せる一対比較法の導入を提案している。その評価法の新

しい価値を求める真摯な姿勢は評価できる。が、提案さ

れた被験回数を十分させることと、印象を意図通りのも

のに近づけることとの関わりをもう少しわかりやすく明

記して頂けると良いと思われた。会場からは、Non-People

に評価させることについて質疑があった。 

 037 「空間の自己化とその表出に関する研究 その５ 

実態と言語との関係について」は、自己表出の実態とし

てのインテリア要素とその背景にある住み手の意識との

関係を、１．21の要素と言語との関係、２．21の要素と

意識との関係、３．言語ユニットと意識との関係から具

体的に述べている。興味深い研究であるが、“その５”と
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中から総務担当者を決める。 

６．次年度大会の開催地について 

・平成17年10月22日（土）、琉球大学において開催。大

会長は岡島理事。梗概原稿の募集などの作業を総務

委員会や事務局でサポートする。 

７．役員改選の件 

・本年12月中に支部別の評議員選挙を実施。１月中に

理事選挙、日程の詳細は配付資料の通り。 

８．会員名簿の発行の件 

・今年度中に仮の名簿を発行。住所・所属等の修正は

既に会員に依頼済み。メールアドレスは、次回の名

簿発行時に掲載するが、役員については掲載の可能

性を検討する。 

９．高橋会著の挨拶 

・AIDIA 東京大会は、会員への PR 不足のためか参加者

が少なかった。学会パンフレットの内容を分かりや

すくするなど、学会運営の在り方を真剣に考えなけ

ればならない。体調が戻るまで、会長代理の任を岡

島先生にお願いしたい。 

 

 

 

■運営委員会だより 
 

□総務委員会 

委員長 上野義雪（千葉工業大学） 

 

 平成16年12月末から学会事務局が東京大学西出研究室

に移転した。昨年は、AIDIA 東京大会の事務局を東京大

学西出研究室に担当して頂いたこともあり、事務局の移

転が当初の計画から大幅に遅れることとなった。これま

で事務局長を引き受けていただいた藤城幹夫先生には、

心から感謝と御礼を申し上げます。事務局移転に伴い、

しばらくの間は、会員の皆様方にご不便をおかけいたし

ますが、軌道に乗るまでご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

 

□広報委員会 

委員長 湯本長伯（九州大学） 

 

 広報委員会は、学会の広報及び公聴機能を分掌してお

ります。 

 

１）会報 

 今号は大会号となりますが、年度末から総会前に年

報を発行予定です。 

 30号から大会発表の座長報告を掲載していますが、

大会関係の座長報告は、学会活動にとっても大切なも

のですから、座長の先生方のご協力に感謝すると共に、

会員の皆様におかれても、色々とご意見をお寄せ戴き、

より良い形式や内容に近づけて行きたいと思います。

宜しくお願い申し上げます。 

 ご意見を戴ける場合は、編集委員会の渡邊あるいは

白石までお願い致します 

（宛先：会報 hhwatanabe@jcom.home.ne.jp、 

年報 shiraish@oyama-ct.ac.jp） 

 

２）ホームページ 

 連絡用・事務用のデータ等を収納した事務ホームペ

ージを開設致しております。 

 AIDIA 日本大会実施でも、メイリングリストとホー

ムページが活躍しましたが、主に連絡や会合情報等の

周知に、ご活用下さい。 

 インテリア学会・事務ホームページ URL 

http://www.design.kyushu-u.ac.jp/~ymtlab/JASIS/

（index.html） 

 上記のミラーサイトです。同じ内容が入っております。 

http://www.design.kyushu-u.ac.jp/~yumoto/JASIS/

（index.html） 

 ご意見を戴ける場合は、編集委員会の湯本／九州大

学までお願い致します。 

（宛先：yumoto@design.kyushu-u.ac.jp、アドレス変

更しています） 

 

３）工事標準仕様書・試作版の件 

 なお現在ＨＰには、構法・計画委員会のマネジメン

トによる「工事標準仕様書」の試作版が、公示されて

おります。近く最終版が上梓される予定で内容は変わ

りますが、ご意見とご関心をお寄せ下さい。 

http://www.kyushu-id.ac.jp/~ymtlab/JASIS/kinde

x.html 

 ご意見を戴ける場合は、委員会の小原主査／文化女

子大学までお願い致します。 

 

４）問合せ 

 広報公聴を担当する広報委員会が、戴いた問合せを

整理して各担当に連絡致します。前回にもお知らせし

た連絡事務所に、何なりとご連絡下さい。 

 電話：03-5953-8575 

（インテリア学会と告げて下さい） 

 F A X：03-5841-8515 

（東京大学建築学専攻内、FAX のみです） 

（ご連絡には、差出記名と宛名を忘れずにお願い致し

ます） 

 

５）その他 

 学会内の情報をオープンにして行くための手段とし

ては、やはりメイルニュースが最も有効です。 

 多くの学会では今、「受付窓口の集約代行化」と「メ

イルニュース」開設が行われつつあります。「メイルニ

ュース」を受け取れない方のためには、FAX による代

替手段が取られており、ニュース発生から数日間での

情報共有が可能となっています。そこで来るべきニュ

ース開設の準備のため、機会を見つけて事務局まで「メ

イルアドレス、またはそれに代わる FAX 番号」を、お

知らせ下さい。宜しくお願い申し上げます。（既に、お

知らせ戴いている方は不要です） 

 連絡先：事務局 FAX 03-5841-8515 
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６台を対象にして、①加熱部と操作部の配置、②表示の

誤認、③つまみの操作性などを評価した。本研究は、新

型加熱機の改良点を明らかにするための研究であるが、

キッチン用加熱機のユーザビリティを評価するためのガ

イドラインの作成など、研究成果をより汎用性のある成

果としてまとめる方向も期待される。 

 009は、各種の収納形式をもつキッチンの機能性につい

て比較実験したものである。扉収納式、ワゴン収納式、

引き出し式の３種類のキッチンを対象にして、①感覚評

価、②作業姿勢、③作業動作、④扉の開閉力、⑤筋活動

量の点から評価した。結果として、ワゴン式キッチンの

設計要件をまとめている。会場との議論の中で、「インテ

リア性とうい評価観点は如何なるものか」との質問があ

った。難しい問題であるが、このあたりの解答を体系的

に整備することも本学会の大切な働きであろう。 

 010は、小原二郎氏らを中心として提案された寝具マッ

トレスの「三層構造」の理論（1966））以降に出現した新

しいクッション材（低反発ウレタンフォーム、3D ネット

材料）について評価したものである。また、「三層構造」

の他の製品への展開の可能性について論じている。寝具

あるいは就寝環境についての研究は、残された課題が多

い領域でもあるので、今後の展開に期待したい。 

 011は、地域高齢者コミュニティ施設の公的空間におけ

る身体支持具について、①設置状況、②利用状況、③利

用者ニーズを把握した上で、床座空間と椅子座空間にお

ける実験用身体支持具を制作し、現場での使い方（姿勢・

行為）の行動観察および評価をしたものである。 

 このように、調査に基づいて制作した試作品を現場に

持ち込んで、実際の利用場面において実験・評価・改良

を繰り返していく「実務プロジェクト型の研究」は、今

後、急速にその重要性を増していくものと思われる。 

（座長：渡辺秀俊） 

 

□人間工学（２） 

 このセッションは、インテリア空間内で活動するロボ

ットと人間の相互交流をテーマとした４題連続の研究発

表であった。内容的に一連のものであるため、発表は連

続して行ってもらい、質疑の時間をまとめて取ることと

した。 

 012は、その１として、ロボットから受けるイメージが、

交流前後でどう違うかをテーマとした研究、013は、その

２として、ロボットが行う作業とそのロボットのデザイ

ンとの関係をテーマとした研究である。また、014は、ロ

ボットと交錯しそうになったときの人間の回避行動特性

をテーマとする研究、015は、人間がロボットとの間にと

る対“人”距離をテーマとする研究である。 

 インテリア空間内へのロボットの導入は、SF 小説や SF

映画などでおなじみの本格的なヒューマノイドロボット

ということであればもちろん相当先の話になろうが、掃

除ロボットなどの単純な機能のロボットについては、以

外とすぐなのかもしれない。研究テーマを最初に見たと

きには意表をつかれたが、そう考えれば、いまから始め

てもちっともおかしくないテーマである。そのようなテ

ーマをまず最初に発掘した、その発想の斬新さに敬意を

表したい。 

 研究内容についていえば、いずれもきわめてオーソド

ックスな人間工学研究と評価できるものである。そのた

めもあり、質疑は、研究の中味、たとえば研究方法など

にはあまり向けられず、研究の前提として使ったロボッ

トの一般性、あるいは現在すでに人間と一緒に暮らして

いるペットとの類似性、違いなどに集中した。そのよう

な意見交換は、いわば思想的、哲学的なところにまで発

展しそうな内容で、その意味では大変興味深いセッショ

ンになったのではないかと考える。司会の期待としては、

この将来性のある鉱脈をぜひ掘り進んでいってほしい。 

（座長：直井英雄） 

 

□計画（１） 

 016 平面計画の質を再評価する指標として回遊動線

に着目し、過去に建てた工業化住宅約100件を検討して、

その有効性を説いている研究である。回遊動線に組み込

まれているＬ、Ｄ、Ｋ、玄関、廊下までは納得できるが、

和室、子ども室などの私室まで含まれていることに疑問

をもつ。回遊動線とは、言い換えれば通り抜けができる

計画である。回遊動線になるためには必ず出入口が２ヶ

所必要となる。複数の出入口は私室の室内計画に様々な

面で影響を与えるため逆効果にならないかと考える。 

 017 今はやりの SOHO の仕事空間と生活空間の関係に

関する研究である。家事や育児などが仕事への集中を途

切れさせてしまう原因になっているという分析である

が、逆に仕事をしながら子どもの面倒がみられることを

前提につくったのが SOHO である。住宅の中に仕事空間が

存在する事自体に疑問を抱いている人が少なくなかった

という結果が書かれていたが、SOHO という言葉自体が理

解されていないのではないか。SOHO は特別のものではな

く、従来の事務所併用住宅や店舗併用住宅である。 

 018 ここ二、三年続けられている団欒に関する研究で

あるが、家族団欒のあり方を考える際に決め手となる家

族周期についての配慮が薄いのが気になる。子どもの年

齢で家族団欒の質が大きく左右されるため、対象として

いる家族像が明確に示されていないことがこの研究の魅

力を半減させている。対象を18歳以上の家族全員として

いるが、調査項目では学校での出来事を親と話すや、遊

園地に行く、進路の話をするなど小中学生のいる家族を

感じさせる調査項目があり、違和感を覚える。対象とす

る家族周期や家族像などを絞り込んで研究計画をたてる

ことが、説得力を生む研究につながる。 

 019 広島県初のコーポラティブハウジングのコンセ

プトのキーワードを分析した研究である。結果的に、意

図的に抽出してきたキーワード「装置」を見るか、使う

かで、美的感覚派と生活創造派にうまく分けられており、

つい説得されてしまう。あたり前の結果が得られている

のだが、住戸のコンテントからキーワードとしての住戸

のハード、ソフトの詳細のとり方.がうまく、ライフスタ

イルの抽出の仕方に説得力がある。しかし、この結果が

計画に対してどういう意味をもつのか、研究目的が理解

しにくい研究でもある。 

 020 韓国のソウルにおける集合住宅のリフォームに
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Ｂ．パネル発表部門 

□設計・デザイン  座長：見城美子（女子美術大学） 

049 スペース・ディバイダー タペストリーによるスペ

ース・ディバイダー；植松曄子（大阪産業大学） 

050 収納・縁側・運動の機能をもつ和室空間；伊藤道子

（MID） 

051 コミュニケーションに配慮した打合せ家具・什器の

開発 議論と共同作業に適したワークスペース；木

村戦太郎（文化女子大学）田村雅司 

052 四ツ屋公園 project（提案） 川の記憶のデザイン

Ⅱ；今井裕夫（岐阜市立女子短期大学）、船曳悦子 

 

 

 

■第16回大会研究発表講評 
 

□歴史・意匠 

 001は江戸城本丸及び西の丸御殿休息の間に、19世紀半

ばに障壁画として描かれた日光街道の古河の松並木に関

する考察であり、以前の障壁画にえがかれたような画題

と異なり、特に史的な名所とも思われない風景が選ばれ

たことについて考察し、東照宮参詣を代々の重要行事と

する将軍家にとっての意味、平板な関東平野のなかで、

筑波山を背景に、古河城主が17世紀より営々と造営され

てきた松並木の偉観に、将軍らが並々ならない関心をも

っていたことを、将軍家慶がご用絵師にスケッチさせて

いたことから推察されるとしている。これについて、司

会より筑波山がスケッチより大きく描かれていることか

ら、江戸市民に親しまれていた筑波山が望見されること

が重要だったのではないかという意見が出された。 

 002は明治村に移築されたライトの帝国ホテルにおい

て、多くの部位に角型の千鳥状のパタンが多用されてい

るなかで、ステンドグラスの正方形と二倍長の矩形の組

合わせで金箔入りガラスを千鳥状に嵌めたものがオリジ

ナルで、一部にのみ適用されていのに対し、完成時近く

には三列の正方形格子に、透明部と金箔ガラスを千鳥に

はめ込んでいるパタンに変っていることについて考察

し、前者のパタンではステンドグラスのＴ字形のケーム

がゆがん見えることから、発表者はライトが方針を変更

したものと推測したと述べた。これについてライトは光

の演出にこだわったにではないかと言う意見に対して、

発表者は、テラコッタでは複雑な千鳥状のパタンも容易

に製作できるのに、一品製作のステンドグラスでは工期

末でもあり断念せざるを得なかったのであろうと述べ

た。 

 003は継続研究で、大正末期の裕福な給与所得者である

小林家の家庭において、当時としては贅沢品であった各

種家電製品・電話、ピアノ、洋風家具を、準和風の家屋

に導入した状況を、娘孝子の当時の家庭の記録をもとに

洗い出したもので、特に家を改修せずにそのまま持ち込

んでいることに、当時の中流家庭の生活の一端が伺える

としている。これらの家電製品には電気レンジ、電気ス

トーブなど、大きな電流の必要な機器もあり、庶民住宅

では5A 契約が一般的であった時代に、どのくらいのアン

ペア契約を行っていたかが知りたいものである。 

（座長：小原 誠） 

 

□環境 

 004は、専門技術に依存せず現場において短時間で VOC

等の測定結果が得られる装置を開発することを目的とし

た研究である。従来までの一般的な VOC 測定法である加

熱脱着－GC/MS 等は、専門のオペレータによる分析が必

要であるため時間とコストがかかった。ここでは低濃度

の VOC を測定するための検出部の素子として、超高感度

半導体式センサーを開発した。装置本体は小型かつ軽量

（９kg）であり、データ出力も自動的にパソコンに取り

込まれ専用ソフトによって解析される。この装置を用い

て実験室及びフィールで測定した結果、両者はほぼ一致

しその有効性が実証された。この新しい装置の開発によ

り短時間かつ簡便に VOC を測定することが可能になっ

た。 

 005は、家具に関する空気汚染物質の測定方法並びに指

針値（ガイドライン）の規定づくりを想定した研究であ

る。2003年７月に建築基準法が改正され建築材料の揮発

性有機化合物に対する規制が強化された。一方、家具に

ついての規制はなされていない。本研究では大型チャン

バーを利用した家具のホルムアルデヒドの放散試験を行

い、その結果に基づき大きな空間（講堂）に連結椅子を

多数配備した場合の空気汚染物質を予測するための考え

方を示した。結論としては、家具を搬入する部屋の容積

と換気回数もしくは換気量が事前に把握できれば、概ね

室内汚染濃度を予測することが可能であろうとのことで

あった。今後、実際の現場での検証を行う予定とのこと

である。 

 006は、木造住宅における防音サッシの遮音性の経年変

化について検討した研究である。2000年度に行った遮音

性能の実測値と比較をすると、防音サッシにおいてはオ

クターブ帯域毎 TLq 平均値の差で8dB～11dB の低下、外

周壁においては3dB～11dB の低下がみられた。初期の遮

音性能を維持するためには、気密材の取替えや枠の変形

の有無等の検査の実施が望まれる、と結論づけている。

今回は３年経過後の状態を考察したが、今後も継続的に

調査を進めるとのことである。 

（座長：高橋正樹） 

 

□人間工学（１） 

 007は、ホテルやビルのための安全な玄関ドアの開閉方

式について考察したものである。風圧の影響を受けずに

開閉できる開き戸形式として、①片寄せ折れ戸、②中心

支持滑り出し戸、③四分点支持中折扉の３種類の提案が

なされた。それぞれ、戸先の軌跡、扉の運動エネルギー、

クローザーの所要トルク、気密性・水密性、安全性の点

から、風除室への適用の可能性について報告があった。

六本木ヒルズの自動ドアでの人身事故を契機として、こ

うした扉の運動エネルギーが小さく安全な扉の普及が望

まれる。 

 008は、各種のキッチン用加熱機器の機能性について比

較実験したものである。現状コンロ５台と新型加熱機器
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□論文審査委員会 

委員長 直井英雄（東京理科大学） 

 

 現在、第15号の論文集の論文審査が進行中です。論文

数が少な目なのが残念ですが、期日通りの発行を目指し

て努力しております。 

 論文集の担当者として常々思っているのは、どうした

ら論文応募が盛んになるかということです。現実を踏ま

えて考えれば、もちろんこの問題も、かける労力と得ら

れる利益との関係だということで、次のようなアイデア

を考えてみたのですが、いかがでしょうか。別に、画期

的なアイデアというわけではありません。きわめて現実

的なアイデアです。 

 主に、大学等にお勤めで、大学院生を指導されている

先生たちへのお願いということになりますが、大学院生

たちの尻をたたいて、連名で応募させるのです。先生方

にとっては何より労力が相当削減されるはずですし、先

生ご自身の利益にはそれほどならないかもしれません

が、学生にとっては、相当な実績になるはずです。二人

分合わせれば、労少なくして益多しというわけです。実

際、本学会や他学会に口頭発表だけして、放ってある研

究成果がずいぶんあるのではないでしょうか。その有効

利用を考えてもよいのではないかと思うのです。もちろ

ん可能であれば、１編に限らず、２編でも、３編でも。

どうか、ご検討ください。 

 

 

 

■支部だより 
 

□東北支部 

前支部長 日原もとこ（東北芸術工科大学） 

 

１）インテリア学会東北支部大会 

＜大会スケジュール＞ 

・学内見学 11：00－（30分程度） 

・総  会 11：00－12：00（開場 10：45）３階 304

教室 

・支部研究発表大会 13：00－14：30（開場 12：45）

４階 412教室 

・特別講演会参加 15：00－17：00 会場：パレスグ

ランデール 

主  催：インテリア産業協会、山形 IC クラブ 

協  力：日本インテリア学会東北支部 

テ ー マ：「世界の子ども部屋から」 

講  師：北浦かほる氏 

・パネルディスカッション 17：00－19：00 

 会場：同上 

パネラー：北浦かほる、荒井智子、阿部由美子 

コーディネーター：日原もとこ 

・懇親会 19：00－21：00 会場：同上 

 

２）総会報告 

 会員の時間調整が噛み合わず、約１年間にわたる間

をおいて、昨年11月に総会と研究発表、講演会を一挙

に執り行うことになった。総会では、活動報告に引き

続き、１年遅れで、日原支部長の任期満了に伴い、新

たに、若井正一支部長が選出された。 

 新年度からは若井支部長新体制の下で活動を発足さ

せることとなり、議事は滞りなく運び、議案全ては承

認された。 

 

３）17、18年度新役員 

支 部 長：若井正一（日本大学） 

副支部長：鈴木敏彦（東北芸工大） 

評 議 員：若井正一、鈴木敏彦、牧田和久 

早野由美恵、日原もとこ 

 

４）平成16年度インテリア学会東北支部 研究発表大会 

日時 平成16年11月27日 

場所 東北芸術工科大学 

１．開会挨拶   13：00－13：05 

２．研究発表 

＜学生部門＞ 13：05－13：45（発表６分、質疑２分） 

座長 山口 光 

・コンピュータ表示画像を利用した色彩の面積効果に

関する一実験；○伊藤 隆（日本大学大学院）、若井

正一（日本大学教授・工博） 

・限定通路における歩行者の行動特性と通路幅に関す

る検討；○十文字 聡（日本大学大学院）、若井正一

（日本大学教授・工博） 

・対面型カウンターの機能寸法に関する人間工学的検

討；○時崎 裕千（日本大学大学院）、若井正一（日

本大学教授・工博） 

・木造住宅の施工者の立場からみたリフォーム実態に

関する検討；○西山 博之（日本大学大学院）、若井

正一（日本大学教授・工博） 

・室内構成要素としての窓まわりの使用実態と開口尺

度に関する一考察；○濱田 育実（日本大学大学院）、

若井正一（日本大学教授・工博） 

＜一般部門＞ 13：52－14：25（発表９分、質疑２分） 

座長 市岡 綾子 

・情操教育に視点をおいた児童向け英語教材の開発；

○藤原 智代（東北芸工大修了生）、日原もとこ（東

北芸工大教授） 

・CI カラーにみる若者の色彩イメージ－若者が心地よ

く感じる配色、不快に感じる配色とその傾向－；○

中嶋 健治（ピー・ソフトハウス）、日原もとこ（東

北芸工大） 

・CAD/CAM による車椅子のデザイン研究－プラスチッ

クダンボールによる車椅子の研究事例；○山口 光

（東北芸術工科大学） 

３．閉会挨拶  14：25－14：30 

 

後記：山形 IC クラブ主催の特別講演会が開催されるの

を機に、本支部も相乗りして急遽、支部大会開催日

が決まったのであるが、内容は実に盛り沢山で、そ

のパワーの源は日大工学部の院生達の参加にある。
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彼等は早朝、郡山を発ち、当大専用バスで30人も大

挙して山形に乗込んだ。研究発表の大半は彼等によ

るもので、その熱心な質疑応答には眼を見張るもの

があった。これを是非、支部大会の在り方として今

後も定着したいものである。 

 

□関東支部 

支部長 小原誠（文化女子大学） 

 

１）第三回 AIDIA 開催支援の取りまとめ 

 本年10月15日開催の第三回 AIDIA の開催にあたり、

AIDIA 実行委員会からの要請で関東支部においても作

業を分担し、行事は無事終了致しました。ここに、ゲ

ストのためのホテル予約関係の川島、長谷川両氏、懇

親会設営の河村、見城、小林の三氏、開催日の設営・

進行・影像撮影の岡田、田辺両氏に心から謝意を表し

ます。 

 この行事については、当初より赤字が予想されてお

り、10月の大会時の評議員会などで支部・研究部会の

余剰金の拠出を求められていましたので、分担作業時

の立替え金を含めて40万円を AIDIA 実行資金に繰入れ

ましたことを支部各位にご報告申し上げます。 

関東支部役員選挙について 

 ３年ごとの JASIS 役員選挙の時期となり、選挙管理

委員を、古賀紀江、丸茂みゆき、村口峽子の３氏にお

願いし、委員長を村口峽子氏に指名させて頂きました。

２月25日の開票の結果、関東支部選出評議員には39氏

が当選されました。また関東支部役員には、稲田深智

子、見城美子、上野義雪、小林輝邇、岡田悟、谷口久

美子、奥田宗幸、長山洋子、川島平七郎、長谷川隆之、

河村容治、山田智稔の12氏が当選されました。３月末

には新旧役員の顔合わせと交替の幹事会を開催の予定

です。 

 

２）今後の見学行事 

 今年は AIDIA 開催のため関東支部の行事が少ない年

になり、申し訳なく思います。しかし年度末には、懸

案の見学会を開催する予定です。候補としては、各種

のプラスチック成型法の見られる日立化成の結城工

場、真壁町の伝統建築群、増子の陶芸研修施設など、

これらは比較的近いので、組合わせで企画したいと思

います。決定すれば月末にはお知らせすることになり

ましょう。 

 

□東海支部 

支部長 松本直司（名古屋工業大学） 

 

 平成16年度支部事業及び支部創立15周年事業を実施し

ましたのでご報告を致します。 

 

１）平成16年度支部事業 

・支部総会：平成16年５月29日（土）於）名古屋造形

芸術大学 

・支部役員会：①平成16年５月29日（土）於）名古屋

造形芸術大学、②平成16年８月11日（水）於）名古

屋工業大学、③平成16年10月１日（金）於）名古屋

工業大学、④平成17年３月29日（火）半田市で開催

予定 

・見学会：①「如庵と犬山城」平成16年５月29日（土）、

参加者26名、②「半田 蔵の街｣平成17年３月29日

（火）開催予定 

・懇親会：平成16年５月29日（土）、於）なり多（旧奥

村邸）参加者18名 

・後 援：講演会「健康で安心な住まい～住まいの材

料とのかかわり～」、主催 名古屋住環境研究会、平

成16年11月13日（土）、於）東桜会館 

 

２）支部創立15周年記念事業 

 平成17年１月22（土）於）日本料理「稲本」とその

周辺 

①講演会「遊蕩の空間―中村遊廓の数寄とモダン」講

師：名工大教授 若山 滋、参加者：45人 

②見学会 日本料理「稲本」とその周辺、参加者：45

人 

③記念パーティ 於）日本料理「稲本」参加者：30人 

 

□関西支部 

支部長 北浦かほる（帝塚山大学） 

 

１）国立国際美術館と graf ビルディングの見学会 

 11月３日の移転オープンに先駆けて、10月８日に話

題の美術館の特別見学会を開催しました。この国立国

際美術館は千里の万博会場にあったものを中之島に移

転させたもので、シーザーペリ設計の完全地下型美術

館として注目されています。当日はあいにくの雨天に

もかかわらず、参加者は会員外も含めて28名と盛況で

した。 

 館長とシーザーペリ事務所の担当者から、美術館の

特徴や建築概要の説明、地上部の特徴的なモニュメン

トのイメージや、建築自体が水中に浮かせた構成にな

っていることなどの興味深い説明をうけました。その

後、開館準備真っ最中で、ほぼインテリアの整った内

部を見学しながら、直接設計者に、様々な質問に対応

していただくことができました。 

 もう一つの graf. bld.はデザイナーグループ graf.

の拠点で、美術館に直ぐ近い中之島にあります。衣食

住のすべてをデザインするという思想や、ミッドセン

チュリーを思わせるデザインが、若者から大変な人気

を得ているということです。今回はオフィス、ショウ

ルームはもとより、カフェから家具工房まで案内して

いただきました。古く狭い小さなビルが、若者のセン

スでみごとに今風に活用されていました。 

 

２）関西支部評議員選挙結果と新旧合同評議員会 

 本部からの指示により、評議員選挙を11月29日～12

月10日の期間に、郵送・無記名で実施しました。選出

数12名ということで得票順に以下の12名が選出されま

した。北浦、加藤、小宮、片山、ペリー、石橋、郷力、
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渡辺秀俊 

015 ロボットと人間との対人距離に関する検討 ロボ

ットと人間との相互交流に関する試行実験（その

４）；渡辺秀俊（文化女子大学）、遠田敦、佐野友紀、

林田和人 

 

□計画（１）  座長：北浦かほる（帝塚山大学） 

016 平面計画の質的評価に関する研究（２） 契約実績

における室内動線の回遊性に関する現状把握と考

察；横田哲（パナホーム㈱）、石橋実 

017 SOHO における仕事空間と生活空間の関係 SOHO 事

業者及び家族の問題点；白石光昭（小山工業高等専

門学校） 

018 団らんの現状と団らん空間のあり方に関する調査

研究；正岡さち（島根大学） 

019 コーポラティブ住宅事例のコンセプトに関するキ

ーワードの分析 「経堂の杜」ほかの分析；小川陽

子（広島工業大学）水内佑紀、森保洋之 

020 韓国大都市アパートのリモデリング事例分析；申京

珠（韓国漢陽大学校）、張尚玉 

 

□計画（２）  座長：浅沼由紀（文化女子大学） 

021 介護居住空間における基礎的考察 単身者のため

の介護居住空間に関する研究その１；伊藤聖子（広

島工業大学）、平田圭子 

022 事例における介護居住空間の考察 単身者のため

の介護居住空間に関する研究その２；平田圭子（広

島工業大学）、伊藤聖子 

023 介護保険による住宅改修をめぐる情報源に関する

考察；松房綾（前橋工科大学）、古賀紀江 

024 制作モデルの表象にみる子供のインテリア観につ

いて その２；片山勢津子（京都女子大学） 

025 Family child care にみるアメリカ住宅の保育空

間；北浦かほる（帝塚山大学） 

 

□計画（３）  座長：白石光昭（小山工業高等専門学校） 

026 創造性を育むための学習の時・空間設計 脳の働き

に基づく学習システムのデザイン；秋山京子（㈱イ

トーキクレビオ中央研究所）、安藤四一 

027 CAD/CAM による車椅子のデザイン研究 その２ プ

ラスチックダンボールによる車椅子の研究事例 そ

の１；山口光（東北芸術工科大学） 

028 コンテナ型収納家具を用いたオフィス環境システ

ムの提案；屋比久祐盛（琉球大学）、宮良保義 

029 キューブボックス型収納家具の定義と分類；米原悠

介（琉球大学）、岡島達雄 

030 キューブボックス型収納家具の評価方法の検討；仲

程千賀子（琉球大学）、米原悠介、岡島達雄 

 

□色彩・照明  座長：湯本長伯（九州大学） 

031 空間照明の相関色温度が色相弁別特性に与える影

響；片山一郎（宮城工業高等専門学校）、靑木務 

032 照明による好ましさ評価への影響について 印象

評価実験による心理的影響からの考察；中島龍興

（中島龍興照明デザイン研究所） 

033 VR を用いた色彩による空間イメージへの影響；老

田真美子（元大阪産業大学）、ペリー史子 

034 一般大学生における色彩に関する意識調査；小野清

美（岡山大学） 

035 街の景観と CI カラーのイメージ 現代若者が心地

よく感じる配色、不快に感じる配色とその傾向；中

嶋健治（東北芸術工科大学）、日原もとこ 

 

□計画（４）  座長：平田圭子（広島工業大学） 

036 一対比較法によるイメージ印象評価；宮下芳明（北

陸先端科学技術大学院大学） 

037 空間の自己化とその表出に関する研究 その５ 

実態と言語との関係について；松田奈緒子（京都工

芸繊維大学）、加藤力 

038 住宅のインテリア空間の生態学的研究その１ 空

間の質に関する研究の枠組みと方法；石橋実（パナ

ホーム㈱）、宮平繁昌、金岡千晶、加藤力 

039 住宅のインテリア空間の生態学的研究その２ イ

ンテリア空間における質的因子の抽出；宮平繁昌

（京都工芸繊維大学大学院）、金岡千晶、石橋実、

加藤力 

040 住宅のインテリア空間の生態学的研究その３ イ

ンテリア空間への質的因子の適用と評価；金岡千晶

（宝塚造形芸術大学大学院）、石橋実、宮平繁昌、

加藤力 

 

□計画（５）  座長：上野義雪（千葉工業大学） 

041 ヴォリュームの異なる二空間を通り抜ける際の空

間知覚に関する模型実験；水澤秀輔（東京理科大学

大学院）、矢島規雄、直井英雄 

042 VR を応用したインテリア構成要素の進行方向選択

に対する影響；上野山茉莉（元大阪産業大学）、ペ

リー史子 

043 インテリアのパターンコーディネートに関する考

察Ⅶ ３次元パターンの形容語句評価（二軸マトリ

ックス）；小宮容一（芦屋大学）、井上徹 

044 住空間における床面の色彩と容積感との関連性に

ついて その１ 床面全体を単一色とした場合；谷

口久美子（文化女子大学）、長山美樹 

045 住空間における床面の色彩と容積感との関連性に

ついて その２ 面積変化と色彩の組み合わせの

影響；長山美樹（㈱リアルウッド）、谷口久美子 

 

□教育  座長：木村戦太郎（文化女子大学） 

046 インテリア製図における表現手法の現状；岡本一紀

（東京理科大学）、奥田宗幸 

047 建築、インテリア科のための家具製作課題の提案 

合板家具ではない、無垢材を使用した家具製作法；

朝山隆（武蔵野美術大学） 

048 インテリア分野における CAD 資格・認定制度の開発

について；岡田悟（共立女子短期大学） 
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のもてなしにも通じます。これからはインテリア空間

における豊かな内部空間と行動様式を創造することが

必要と感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲シンポジウム風景 

□収支報告 

１）収入の部 

大会運営費：\450,000：インテリア学会本部より 

学会員より：\271,000：大会参加、発表登録、梗概集 

収入合計：\721,000 

 

２）収支の部 

印刷・発送代：\98,524：事前案内印刷費、発送費（１回目）*1 

卒業研究展会場設営費：\81,585：展示備品借用・設営・撤去 

会場設営（消耗品）：\65,055：掲示物作成、プロジェクター

ランプ代 

学生アルバイト代：\78,000：会場設営、当日案内、司会補助、受付 

休憩所：\1,522：お茶、紙コップ 

記念講演謝礼：\50,000：\25,000×２名分 

会議費：\63,439：実行委員会打合せ 

送料・通信費： \11,875：印刷所への資料送付等 

大会参加費、発表登録：\271,000：学会本部へ 

支出合計：\721,000 

*1 大会案内の２回目は、学会本部からの案内物と同送したため支出なし。 

 

□第16回大会実行委員 

大会委員長 沢田 知子 

委   員 小原 誠 

木村 戦太郎 

井上 祐一 

大津 由美子 

長山 洋子 

浅沼 由紀 

渡辺 秀俊 

高橋 正樹 

谷口 久美子 

丸茂 みゆき 

松田 純子 

沼尻 七子 

松本 美穂子 

曽根 里子 

見城 美子 

若宮 直行 

 

 

■第16回大会研究発表題目一覧 
 

Ａ．論文部門 

□歴史・意匠  座長：小原誠（文化女子大学） 

001 江戸城本丸御殿・西の丸御殿中奥休息の間障壁画

《古河松原図》に関する一考察 武家殿館における

名所絵障壁画の研究（３）；平井良直（相模女子大

学） 

002 帝国ホテルのステンドグラスの意匠と製作に関す

る考察；西尾雅敏（博物館明治村）、金田美世 

003 昭和10年代の暮らしにみる家電と洋家具 ある家

族の事例から２；長山洋子（文化女子大学）、前島

諒子、林知子 

 

□環境  座長：高橋正樹（文化女子大学） 

004 室内空気質測定用ポータブル VOC 分析装置につい

て；中山正樹（新コスモス電機㈱）、久世恭、神田

奎千 

005 大型チャンバーを利用した家具のホルムアルデヒ

ド放散試験；松浦勝翼（職業能力開発総合大学校東

京校）、加島守、小川和彦、角野政弥、箭内慎吾、

門倉和夫、松村年郎 

006 木造住宅における防音サッシの遮音性能経年変

化；清水実（日本工業大）、喜田理子 

 

□人間工学（１）  座長：渡辺秀俊（文化女子大学） 

007 ビル用玄関ドアの開閉方式に関する一提案；小原誠

（文化女子大学） 

008 キッチン用加熱機器の操作性に関する人間工学的

評価 その２ 新型加熱機器の評価；赤塚史章（千

葉工業大学大学院）、上野義雪 

009 キッチンの使用性を考慮したワゴン収納に関する

研究；宮本鈴実（千葉工業大学大学院）、上野義雪 

010 寝具の三層構造の役割とその応用に関する研究；上

野義雪（千葉工業大学）、佐藤昌弘、塚越理恵、上

野弘義 

011 地域高齢者コミュニティ施設の公的空間における

身体支持具のあり方に関する研究；趙鏞吉（千葉大

学大学院）清水忠男、佐藤公信 

 

□人間工学（２）  座長：直井英雄（東京理科大） 

012 交流前後におけるロボットから受けるイメージ 

ロボットと人間との相互交流に関する試行実験（そ

の１）；林田和人（早稲田大学）、遠田敦、佐野友紀、

渡辺秀俊 

013 ロボットのデザインと作業イメージの関係 ロボ

ットと人間との相互交流に関する試行実験（その

２）；佐野友紀（早稲田大学）、林田和人、遠田敦、

渡辺秀俊 

014 ロボットの交錯時における人間の回避行動特性 

ロボットと人間との相互交流に関する試行実験（そ

の３）；遠田敦（早稲田大学）、佐野友紀、林田和人、
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大江、宮後、舘野、中山、増田。 

 ２月26日（土）午後に新旧合同評議員会を実施しま

す。 

 審議事項は関西支部役員及び支部活動内容・支部会

員の把握などについての予定です。 

 

□中四国支部 

支部長 灰山彰好（広島女学院大学） 

 

 本年度の支部活動は以下の３テーマ、いずれも中国イ

ンテリアプランナー協会との共催にて、学生と一般の参

加を得て盛会であった。あとは新学会員の獲得が課題で

ある。 

 

・５．29 講演会『内へのインテリア』広島工業大学教

授・黒岩俊介氏  報告済み 

・11．19 第４回ミニレクチャー「これからの店舗デザ

インのテーマ」、講師：㈲カーサ商業建築研究所・山本

胖氏、広島市まちづくり市民交流プラザ 

・12．４ 晩秋の厳島・古民家再生見学会、案内人：建

築家、ガラス絵作家・インスタレーション作家 福島

俊を氏、宮島町 

・失敗 支部役員、評議員選挙を失念、遅ればせながら

２.15現在、選挙中です。 

 

 本年度より某大学に間借りをして、支部 HP をアップし

ています。何しろ多忙にていつもアップアップ、速報性

は乏しいですが、支部の雰囲気はお伝えできると思いま

すので､よろしかったらお訪ねください（ヤフーで「日本

インテリア学会中国・四国支部」と入力してください）。 

 

 

 

■研究部会だより 
 

□歴史部会－〈幹事会〉〈見学会〉のご報告 

部会長：内藤 昌（愛知産業大学） 

代表幹事：河田克博（名古屋工業大学） 

 

１）幹事会 

 平成16年10月16日（土）の大会開催日の昼休みに、

幹事会を開催。出席者６名。特に、次年度以降の事業

計画（見学会・講演会）や研究活動について検討した。 

 

２）見学会 

 同年10月17日（日）10：00～15：00に、「東京の近代

建築－旧岩崎邸＋朝倉彫塑館」と題して、当該建築を

見学した。参加者12名。質の高い近代住宅の豊かな空

間デザインを目の当たりにし、韓国からの研究者参加

もあって意見交換し、一同新たな感動とデザイン意識

を抱いた見学会であった。 

 

□教育部会 

部会長 北浦かほる（帝塚山大学） 

 

１）卒業作品展のまとめの小冊子の発行 

「日本インテリア学会卒業作品展10年のあゆみ」 

 平成16年で卒業作品展が第11回目を迎えるのを記念

して、教育部会では過去10年間の記録をまとめること

にしました。教育部会の予算内でつくったので発行部

数は500部が精一杯でしたが、見城・高月両幹事の熱心

なご助力で立派にまとめていただきました。卒業作品

展はインテリア学会の人材育成を支える重要な事業で

あり、さらに継続・発展させるために、今後とも学会

の多大な援助とご協力を期待するものです。 

 

２）教育部会シンポジュウム 

「わが校のインテリア教育の特徴」 

 教育部会ではこれからのインテリア教育のあり方に

ついて従来から、人材を求める企業側からの問題提起

やインターンシップの実践報告などの研究会を開催し

てきました。本年度は多くの方々に参加していただけ

るように、大会時にシンポジュウムを開催しました。

上記のテーマで、３つの教育現場から問題提起をして

いただきました。具体的には各校のインテリア教育の

特徴を①社会的な人材育成像 ②そのための重点的カ

リキュラムの２点に絞って発表していただき、インテ

リア教育の抱えている現状の課題についてともに考

え、討議しました。発表していただいたのは以下の方々

です。司会は田辺・植松幹事。 

「消費される教育から活用される教育へ」 

－共立女子短期大学生活科学科教授 岡田悟氏 

「文化女子大のインテリア教育」 

－文化女子大学造形学部住環境学科教授 木村戦太郎氏  

「高校のインテリア教育の実状と問題点」 

－都立工芸高等学校インテリア科教諭 高柳勝彦氏 

 専門的人材育成以前に学生の興味をいかに引き出す

かという短大での問題、社会の変化による職業高校か

ら専門高校への変容による高校での問題など、インテ

リア教育は社会的に幅広い層で、様々なレベルでの教

育が求められていました。そのため建築教育よりもよ

り複雑に分化した、要求段階に対応した教育が現場の

努力で工夫されていることが明らかになりました。ま

た、抱えている問題も大きく深刻でした。今後、これ

らの複雑な問題をまず整理していく必要があると考え

ています。 

 

３）卒業生の就職先に関するアンケート調査 

 インテリア教育の社会的要請を、また別の角度から

とらえようとしている企画です。企業側の採用実態と、

卒業生の就職先の分野を調査する計画で、昨年から部

会時に調査対象や調査方法など、企画・検討を重ねて

きました。準備がほぼ整いましたので、18年度には調

査を実施します。その際には是非ご協力お願いいたし

ます。 
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□CAD 部会－インテリア CAD に関する研究の進展 

部会長 川島平七郎（東横学園短期大学） 

 

 CAD 部会は、２つのワーキングに分かれて、「製図法 WG

（主査：奥田宗幸）」ではインテリア計画に適した製図法

の標準化について、「表現 WG（主査：岡田悟）」ではイン

テリアの CAD 表現について研究を進めている。昨秋の第

16回大会（2004年10月）では、各 WG からそれぞれ論文発

表したので、要点を紹介する（詳細は梗概集を参照され

たい）。 

 「インテリア製図における表現手法の現状」（発表者：

岡本一紀、奥田宗幸）は、製図法 WG における研究活動の

成果を報告した。インテリア図面は、インテリアに関連

が深い建築製図の規格（JIS A 0150「建築製図通則」）に

従って表現されることが多いが、本調査の主目的は、そ

の製図通則に定められていないインテリア製図独特の表

現手法、インテリアエレメント（家具、カーテン、カー

ペット等）の表示の実態などを把握することである。調

査結果から、インテリア製図の規格について、線の太さ

の設定と種類、文字の大きさの設定、平面図におけるイ

ンテリアエレメント表現等について報告した。 

 「インテリア分野における CAD 資格・認定制度の開発

について」（発表者：岡田悟）は、CAD 部会幹事会（第７

回：2004年７月31日）に発表者より梗概草稿が提出され、

ここでの討論を踏まえてまとめられたものである。発表

内容は、発表者も参加する「インテリア CAD 研究会（代

表：長谷川隆之）」が大学・短大・専門学校における CAD

教育の表現方法・レベル等を調査し、教育目標としての

CAD 資格・認定制度の在り方を検討した経過の報告であ

る。教育の方法や資格取得時期等の観点から考察し、新

たなインテリア表現に適した制度を開発する必要性を述

べている。 

 また、CAD 部会と関東支部・教育部会の共催で３回連

続の「研究会」を実施中である。最新の３次元 CAD ソフ

トの機能検証を目的とし、第１回「3D インテリアデザイ

ナーPRO」、第２回「SketchUP」に続き、第３回は以下の

内容なので、会員諸兄もご参加いただきたい。 

 

第３回「インテリア CAD に関する研究会」 

日 時：2005年３月５日（土）14時～17時 

場 所：東京工科専門学校（JR 東中野駅前） 

テーマ：“本格的3D・CG ソフトで家具デザインに適切な

［Shade 7.5］の機能検証 

指 導：CAD 研究家の河村容治氏（本学会 CAD 部会会員） 

 実際に画面を操作して家具のモデリングを体

験する企画で、CAD 初心者も参加できる。理解

しづらい3D の座標表示「ベジェ曲線」、「自由曲

線」等について基本を練習する。 

申込先：FAX で03―3953―5051（長谷川）・先着順30名 

 

 

 

■事務局の移転について 
 

総務委員会 委員長 上野義雪（千葉工業大学） 

 

 昨年12月末に学会事務局を東京大学に移転いたしまし

た。しばらくの間は、皆様方にご迷惑をおかけいたしま

すが、よろしくご協力のほどをお願い申し上げます。 

 

新事務局： 

〒113-8656 東京都文京区本郷７－３－１ 

東京大学・大学院工学系研究科・建築学専攻 

西出研究室気付 

日本インテリア学会事務局 

TEL．03-5841-6168 FAX．03-5841-8515 

 

 

 

 

 

■事務局より 
 

新事務局長 西出和彦（東京大学） 

 

 この度、事務局は、東京大学・大学院工学系研究科・

建築学専攻・西出和彦研究室へ移転しました。会員の皆

様にはよろしくお願い申し上げます。また前事務局長・

藤城幹夫先生に対しましては、長年のご苦労に感謝申し

上げたいと思います。 

 何分にも大学研究室気付の事務局ですので、私どもは

日常的には研究室の教育研究業務を行っている点をお含

みおき下さるようお願いします。例えば電話番号も研究

室のものです。かかってきた電話には通常、「西出研究室

です」と言って、インテリア学会とは関係のない教職員

が出ることになります。そのような点、ご理解下さい。 

 従いまして、連絡は原則としてファックスかＥメール

でいただきますようお願い申し上げます。 

 住所、電話番号、Ｅメールアドレス、銀行口座、郵便

振替口座は以下の通りです（銀行口座と郵便振替口座は

AIDIA 東京大会事務局として使用していたものと同一で

す）。 

 

■訃報 
 

 正会員の井村五郎（千葉工業大学工学部デザ

イン科学科・教授）先生は、昨年12月13日、病気

療養中のところ急逝されました。学会では選挙

管理委員長や大会の座長をお願いしておりまし

た。 
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□大会シンポジウム概要：インテリア空間と人間の行

動・作法 －人間の身体・動作・立ち居振る舞い・座・

行動規範をめぐって－ 

高橋正樹（文化女子大学） 

 

１）沢田知子先生の趣旨説明 

 今回は「インテリア空間と人間の行動・作法」という

テーマで、あらためて日本人にとってのインテリア空間

のあり方について議論していただきたいと思います。 

 

２）矢田部英正先生（武蔵野身体研究所） 

 日本は必要最小限の空間の考え方として「座」が基

本にあると思っています。座るだけでそこに空間が発

生します。人間の存在と空間とは切り離せない関係に

あります。人間の身体から空間をみることが大切です。

つまり座り方によってどのように空間が発生するかと

いうことです。座り方や姿勢という問題は空間の発生

だけではなく、ものごとの認知や社会の形成まで広が

るテーマだと思っています。 

 身体と道具の関係について話をします。今のドアの

取手は、ガチっとしっかり握ってまわすようになって

いますがそれだとよく壊れます。昔の取手は決してに

ぎり具合がよくはないです。でもこれだと壊れません。

今の道具はあまり使う側が考えないで使えるようにな

っています。あまり考えないのでガチっと握ってしま

う。これがよくないと思っています。ドアの場合は開

け閉めの作法というのがあります。それは身体と道具

の繊細な関係です。急須なども余計な力が入らないよ

うにできています。また、茶道ではフォーマルになれ

ばなるほど、緊張して失敗しやすい茶の道具を使用し

ます。つまりそういう状態でいかに平静でいられるか、

というのが日本の格式になっているのです。 

 工業化が進み大量生産大量消費の時代になりました。

このような時代ではわかりやすくて簡単さが求められ

ます。敷居がどんどん低くなっているのです。しかし一

般化や普遍化が進む一方で長い目で人間が道具を使い

こなすという視点も必要なのではないかと思います。楽

器などで言えばプロは素人では使いこなせないものを

こなしています。家具なども10年100年と使い続けるこ

とによって身体がこなれていきます。もっと長い時間の

中で身体から道具を見る視点が大切だと思います。 

 

３）内田青蔵先生（文化女子大学） 

 わが国の住宅の近代化の概念図を示すと一つは床座

と椅子座の軸があり、もう一つは真壁造と大壁造の軸

があります。この２軸上に伝統的和風住宅と西洋の洋

館が位置づけられます。この両者の洋風化和風化とい

う現象は、この図の中でより中心の方へひっぱられて

いく現象だと説明できます。昭和初期には伝統をすべ

て捨てるのではなくて混在する状態をつくり出しまし

たが、ここで日本の住宅の新しい形式が生まれました。

戦前は床の高さが非常に重要な役割を担うようにな

り、床座と椅子座の高さのレベルをそろえることで両

者が共存をしたのです。 

 現代はバリアフリー時代ですが、それは床のレベル

差を取り払ってしまったということです。このことは

これまでの住宅のよさのある部分が消え去ってしまっ

たのではないかと思います。現在は明治からの危機の

第二波にあると思っています。 

 

４）高橋鷹志先生（日本インテリア学会会長） 

 人間対人間のふるまいがどうなるのか、環境行動研

究（EBS）では行動場面（Behavior Setting）という言

葉が主要概念になっています。これは他人と「居合わ

せる」ことでお互いが影響を受けているということも

意味しています。TPO とは時・場所・場合のことを言

いますが、一方で人間と人間の関係によってどう行動

がかわるかということも言っています。「座る」という

ことも時と場の関係によっていろいろです。それを

我々はどうやって教わったらいいのでしょうか。私は

今まで一度も座り方について教えてもらったことがあ

りません。また少し考えれば「本を読む」といっても

さまざまな読み方のあることがわかります。つまり本

を読むという行動場面にもいろいろあるのです。さま

ざまな場面で人は知らず知らずのうちにいろいろなも

のを取捨選択しているのです。これまでのインテリア

計画は寝室なら寝る場所と杓子定規に考えてきました

が、そういうことではないのではないでしょうか。 

 インテリアにとって大切なのは、物理的な空間と人

間の行動をどのようにうまく対応していくのか、とい

うことです。そこでインテリア学会はどういう役割を

担っていけるか考えないといけません。インテリア学

会の行動計画をどのように考えればよいでしょうか。 

 最近では、私は仏教の「修行する」というのはどう

いうことかについて考えています。ボランティアや教

育についても思いをめぐらせています。また和のもっ

ているよさをどう継承していけばよいでしょうか。匠

のよさをどう伝えればいいでしょうか。身体に接して

いる素材として畳にかわるインテリアエレメントを考

えるのもおもしろいです。物理的な室内にある人間の

ふるまいも同時に。 

 

５）沢田知子先生（文化女子大学） 

 茶の空間と作法と題して、姿勢、起居、室礼、畳、

座、場面、時、空間についてお話をしたいと思います。

床の上での姿勢として茶室空間における着座の姿勢が

あります。床で支えられる身体は、上半身が自由に使

えます。亭主が特にそうです。亭主は正座をする場合

でも片方の足をもう片方の足の甲にのせ、動きやすく

しています。重心が高い位置となることでリラックス

してこまかに動けるのです。着座のひとつである正座

は小さな空間でも互いを許しあえる空間を生み出しま

す。一方、広間における着座には茶室における立礼が

あります。和室の空間に家具をおいて茶を行う形式で

す。明治４年くらいにはじまりました。これは内田先

生の住宅の洋風化のお話と一致します。 

 内的で小さな空間の豊かさや特質を明らかにするこ

とはインテリア学にとって大切です。これは日本独自
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■第３回 AIDIA シンポジュームを終えて 
 

AIDIA 大会実行委員長 加藤力（宝塚造形大学） 

 

 韓国、中国に引き続き、かねてより懸案でありました

アジアインテリア学会の第３回国際シンポジュームが、

10月15日東京ビッグサイトで開催、修了いたしました、

大会実行委員長として、関係なされた方々に次のよう心

より御礼を申し上げる次第です。 

 何よりもまず、このようなかたちで日本において開催、

運営できたことにつきましては、日本インテリア学会、特

に関東支部の皆様をはじめとした実行委員の方々の一年

間にわたる僂骨のご努力、周到な計画と実行のたまもの

と、胸の熱くなる想いで感謝、御礼申し上げる次第です。 

 また、高橋会長はじめ、理事、評議員、幾人かの会員

の皆様には、開催運営に直接、間接的にご支援、ご協力、

ご参加いただきました。とりわけ予算がなくては到底開

催などかなわぬところ、多くの準備金・ご寄付をたまわ

り、どうにか開催にこぎ着けたというのが本当のところ

です。このことに対しましても、全身で感謝し、厚くあ

つく御礼申し上げる次第であります。 

 さらに、インテリア産業協会を始めとする幾つかの関

係団体あるいは企業からも本シンポジューム開催に対し

ご寄付をたまわりました。このこと会員の皆様もご承知

いただき、ご協力いただいた団体・企業に対しインテリ

ア学会を代表し実行委員長から心から御礼を申し上げる

次第であります。 

 しかしながら、反省点や見込み違いあるいは今後の課

題も幾つか残りました。また、国際交流上どうしてもも

り超えられない障壁もありました。これらは今後国際会

議を続けて開催していく上での克服すべきことと、心の

内に刻んでおります。今後２年間、日本が AIDIA 主催国

となります。すなわち JASIS 高橋会長が AIDIA 会長とな

るわけです。おそらく岡島副会長を中心に運営がなされ

ていくとおもいます。どうかインテリア学会員の皆様に

は、一層のご理解、ご意義を感じいただき、さらなるご

協力をお願い申し上げます。 

 尚、会計上多少額の赤字がでましたが、これらは作品

集、論文集の販売により、解消されますこと付け加えて

おきます。 

 

 

 

■インテリア学会第16回大会の報告 

□大会概要 

第16回大会実行委員長 沢田知子（文化女子大学） 

 

 第16回のインテリア学会大会を本学で開催し、滞りな

く終了することができ、ほっといたしております。 

 本年は、例年の大会とは異なり、第３回AIDIA 開催と繋

がった企画となったため、本学では大会当日の発表を中心

に、１日のスケジュールでお引き受けいたしました。 

 実行面では、本学における授業との関係から、前日（金曜

日）の夜に設営を行い、当日（土曜日）の夜には通常の教

室へとかたづけるというあわただしいスケジュールでし

たが、特に大きな支障もなく遂行することができました。 

 当日は、大会発表として52件、講演会にも多数の方々

にご参加いただき、盛況であったと思います。なにより

も、新会長となられた高橋鷹志先生にご出席いただいた

講演会で、人間とともにある「インテリア」について重

要な問題提起をしていただいた事が心に残っておりま

す。短い時間ながらも和やかな会場の雰囲気のなかに、

今後の学会としての課題を共有できた一時でした。当日

の夕方にでも、懇親会の場を設けていれば、そんな思い

をもっと共有できたように思い、少し残念です。 

 いずれにしろ、発表や講演会での貴重なディスカッシ

ョンをもとに、さらに魅力あるインテリア学がつくられ

るよう、今後の活動に期待したいと思っています。 

 また、本年の大会では都市部の開催校としての利点を

生かし、社会連携を図る意味で、10周年を迎えたリビン

グセンターオゾン、インテリアコーディネーター・イン

テリアプランナー・マンションリフォームマネジャーの

資格関連団体の方々にも、会場での情報提供のご支援を

いただきました。 

 インテリア学会は今後、学術的な蓄積と広がりの面で

魅力ある活動を推進するとともに、関連企業や団体との

ネットワークも強化し、活力ある学会として前進してい

かねばならないと思います。 

 第16回大会はそのためのひとつの布石となったと思っ

ており、ご参加ご協力をいただいた皆様に、改めてお礼

申し上げる次第です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲パネルセッション風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲卒業作品展風景 
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新事務局住所： 

113-8656 東京都文京区本郷７−３−１ 

東京大学・大学院工学系研究科・建築学専攻・西出和

彦研究室 

Tel.03-5841-6168／Fax.03-5841-8515 

tnishide@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

銀行口座： 

みずほ銀行・根津駅前支店・普通預金口座：１７９３

７８０ 日本インテリア学会事務局 

郵便振替口座： 

００１３０−１−６６７６１３ 日本インテリア学会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■編集後記 
 

 本年度２回目の発行になる33号です。編集者（私）の

不手際により、発行が大幅に遅くなってしまいましたこ

とをお詫び申し上げます。当初は２月中旬発行を予定し

ていたため、記事の内容に時期的なズレが生じてしまっ

た部分もあります。会員の皆様ならびに早々にご寄稿い

ただいた執筆者の皆様には、紙面をお借りして深謝申し

上げます。 

 会報22号からは、それまで年１回の発行周期を、５月

の総会後、11月の大会後、年度末（年報）の年３回の発

行に増やすことを目標に編集してきました。気がつけば、

平成16年度ももう終わりですが、次号は、強引に年度を

しめくくる年報の発行を予定しています。引き続き、会

員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 これもまた広報委員会の不徳のいたすところですが、

HP の整備が遅れている本学会においては、今のところ会

報は、会員の皆様が情報交換をする重要なメディアかと

思います。連絡掲示板としての役割を越えて、双方向の

コミュニケーションの媒体となるよう、広報委員会とし

ても改善・工夫・努力をする所存です。とはいえ、編集

の専門家ではない我々ですので、是非とも皆様のご教示

を賜れれば幸いです。 

 学会の役割に一つに、社会にコミットすることがある

と思います。会報も、会員同志のコミュニケーション誌

から、さらには社会へのメッセージ・提言・行動に結び

つく元気なメディアに変容していく必要があるかと思い

ます。つきましては、会報に関するご意見、ご寄稿など

ご ざ い ま し た ら 、 広 報 委 員 会 の 会 報 編 集 担 当

（watanabe@bunka.ac.jp）までお寄せいただければ幸い

です。願わくば、一緒に活動して下さる方の一声をお待

ちしています。 

 

（渡辺秀俊） 

■事務局 

日本インテリア学会事務局 

   事務局長 西出 和彦 

   〒113-8656 東京都文京区本郷７−３−１ 

   東京大学・大学院工学系研究科・建築学専攻 

   ・西出和彦研究室 

   TEL：03-5841-6168／FAX：03-5841-8515 

   tnishide@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

 

■日本インテリア学会会報第33号（2005.3.22発行） 
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発 行 者：高橋鷹志（日本インテリア学会会長） 

広報委員会：湯本長伯、小林輝邇、藤城幹夫、 

      白石光昭、渡辺秀俊 
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